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物 質 番髄 論1

原 子物 理 畢,ス ペ ク トル,x線 ・

放 射 論,結 鹹 化學,立 脆 化 學 等

ム1m.Phyeik,22(1955)・

1

收 ス ペ ク トル(537)・ 」

GuntschA.,.zaciteI塒.Slid凱o晦mppcの 菷恒 數

の 計 算(G5i)::

Ber.Dtech。theロ.Ge8●,68(1935),:

SchmidlO..宥 機 化 合物 の 内翻 工 車ル ギ ー關 係 〔VI〕

二 痕 結 合法 則 に墓 くUe阻P歴"y1翫h跚 及蔗 聴列

に於 け る分 解('rO5)。

GuuLcuuJ・,シ ア ン酸 鹽 瑛 基 の ラマ ン効 果 及 博 造 問

題 〔¥¥〕 餌}ハ ロゲ ン(OI?)・

K鼠mai..(㌔ 三膩Aaの 立 催 化 學 〔.1〕(oso)・

KolJrnuecLti.w.r.,ラ マ ン効 果 及 構 造 問.陋〔VTII〕

ナ フ タ リsrrの 對 稽性(893).

SchmillO,宥 槻 物 質 の 内 部 ヱ ネル ギ ー關 係 〔VII〕

對 及 牛塙 の1呈 電 于 の配 合 法期(iozs).

Compt,rend.,20U(1933).

SMn。wskiL・1玉1の 人 工 放 射 能(]U'LI).

1'crtn∫ ・,.豐 類 水 溶 液 のtonomAtrIC(103(1).

lien「iV'ほ:ingcnM ,1'・・ ピ リヂ ンの 紫 外 吸 收 ス ペ

ク トル(1032)・

Job量 ㌦1'reymann.;・etF爬JmannR崩 ア ム モ 昌「ア

の 有機 及 無 機 誘 導體 の 赤 外 附 近 に於 け る吸 牧 スペ.

hhti(]04n).

TenienJ.,..o。.。 嬾 。。吸。1蠶6>}.

YavrsY。 ・R,卩BrusG.CIAIIanl1.,ラ マ ン ス ベ ク ト

ル に よ るCIA「 叩elloレh醐i降ol異 性 軆 の 研 究(11L),

Cauchoix1'・ ・ 水 銀 のL・ ス ペ ク ト ル の 研 究(--s4).

Ite<lre｢gCu・,元 素 の 自然 系 に 於 け る 」プ ロ ト ジ と

中 性 子 の 位 置(119了)・

KurlchntnvB膾Kur電chaヒOVI隔e【..LatycLevG..遲 速

度rl1性 干 に よ る硼 葉 の 崩 墺(1199).

Kurtchn【ovl3.,1:urlcha[ovL,Mンsowskr'Leヒ

KouasinmvL・,中 性 子 の 揺 穫 な き衝 撃 に よ り刺 戟

さ れ た る人 工 放 射 能(120ユ)・

Chsi:.,.,Viphenyleneの 硫 黄 稱 導 體 とdiph壱nyi"n・

詛 恥ncと の 紫.外 吸 收 λ ペ ク トル`1206)・

1二隠 謡黠黙 叢槻濤繊}
Chtdin亅.,H§o,HN転 混 合物 の ラ マ ン効 果(1397》 ・

G・。1_エ,灘 煤 持1、0及M。 竰 類の鰍1・,i11・cJ.)・CI・ …H.,赧 贓 の骭 鳳の獺

に於 け る誤(lass).

Lepriugce-RinSuetL.,.呂 ネル¥一 大 な る電 于 の 彈 遘

に よつ て示 され る.方向 と遖 度 の念 激 な る臠 化 に就

,、二欝 逼。。。。。_。 。誕 サ臠
IiWuLeiIL.電 措 の作 用 に よ る 結品 格 于の 歪 のX線

.白毎鐙 明(1530) 喞

IlenriV.r.[C:anwrightC.H.,高 温 に於4)る ベ ンゼ

ンの 吸收.ろ ぺ.ク トル(1632)・

Chaix-ill.,純 炭 化水 素 の ア リル ナ オ昌 ウム鯉 の紫 外

.吸收 フ≒ρミク トル(】537).

1セ「reuL,鹽 頬 溶 液 の[onumCtrioに 就 て(1588).

LcralJ.,銀 原 子 に よ るx線 の 廻折(構 造 困干XIf,05)・

RoscnB,CfD壱slrantM.,SeC分 子 の 豪生xベ ク ト

ル(1G5:1)・.

Tre4inR.etvαiarB..液 化 せ る鹽 化 水素 天 斯 の 迚

紫 外 吸 收 スペ ク トル(膕663)・
'[
,e(ebvreL・ ・ 寓 眞 的 赤外 綴 の 範閑 に 於 け るhゾ ンの

諜奪 籌 黯 。鯆 。よ驚嬲義}
Tt6al:iriana.etPolkriugeru.,G◎ 及Snの 臭 化

物 の ラ マ ン ス ペ ク ト ル(17δ8).

Cnrie.L,HallooH.㌢.etF4ciswerkP・,中 性 子 に

よ るThの 照 射 に よn未 知 放 射 能 性 元 緊 の 人 工 的

。鬻1翫 。よるプ。,ア,。繋 劣盞}
」。Am. .Chem.Soc。,57(1835)・

K【,1[hofl耳.DI.&RasenLlumC.,新 坐 成 沈 濃 の 熱 成

中 に 於 τ 起 る博 造 の 變 化 〔1【り 室 温 に於Naenso,

.の 熱 成 機 講(597)・

nws・ ・N'・P.&¥[ell。 ・D・1'・lknzylnt。thylglyo<ime

の.Pd化 合 物(605)..

KolthofrL.M,&Ro5enb里UmC・.新 生 成 沈 激 の 熟 成

_2二 諍2._
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4・に 於 て 起 る橋 造 の 樊 化 〔iv〕 空 魚 乾 燥 状 態 中 の

室 温 に 於 け る新P4SO,iの 熟 成 及WoolViuletの.

吸 着 暦 を 以 τ 覆 は れ た る 沈 澱 の 熱 成(607>

La、・;n(i.1,&Aorthrop∫.N.,Ycpsinの 紫 外 吸 取

ス ペ ク トル(Sii).

J.Chem.Phye.3,(1935).

]3ellR.ht&J¢ppesen轟1.A.,硫 酸 の ラ.Yン ス ペ

ク トル(245).

x:,okD.IL達130rdnerE.,:.鵡 子 型 分 子 の ラ

マ ン ス.ペ ク トル(X49)

PierceW.C.r多 厚 子 液 餓 に よ るX線 の 散 亂(2u"_)・

Yticc¥¥',L.,フ 才 々 ム ア ル デ ヒ ド及 馬oと11.Sと

の アA… キ ル 誘 導 醴 の 鑪 紫 外 吸 牧 ス ペ ク トル(25の.

R'iLvonE6R.∫r.,メ タ ン,ア ム.モ 菖 ヤ,ベ ン ゼ ン,

チ ク ロ プ ロ パ ン 及Yチ レ ン等 の 多 原 子 分 子 の 廻 幡

永 準 の 統 計 的 重 量(2ア6).

K¢mble.F..。C.,HCIの 振 動 廻 薄 磴 の 扱 度(316)・

Taylor.L9,,ブ タ ン及 ベ ン タ ン の 振 動 樣 式,C-C

.緬 合 の.周hの 向 由 廻 輔 及 び 新 型 立 憾 異 性(s3fl)・

Hロ1ヒgrenP.,GingτicllN.S,&W段rτenB・E・P赤 燐

及 黒 燐 中 の 原 子 分 配 及 黙 燐 の 縞 晶 構 造(351).

Wh藍1証ndG.W.,不 砲 利1夂 は 芳 香 族 炭 化 水 素 に 對 す

る 各 働 起 度 の 正 準 構 造 の 歎(3δ6)・

J叩1浴 肌,ll.A・&RellR・M・,オ ル ト燐 酸 の ラY

ン ス.え ク.卜n(362).

]'riceW,C・,ハ ロ ゲ ン 化 エ チ ル の 遉 紫 外 吸 牧 ス ベ

ク トル と イ オ・ン嚢=電Qk(8G5).

」。Chehi●Soo。,(1955)'

G,xE.c.,PinkardF..W.,¥PardlaM'W.&¥¥'ehster

K・C・1四 債 の 櫓 跨 原=r價 を 有 す る.,,Y.1.置}1の

fi面 配 置(459)・

IllingworthJ・w・&Iicggin∫ ・F'.・x緩 紛 末 寫 眞 に

よ る1,HeteropolyaciAn及 そ の 鹽 頬 の 決 定(5i5).

Rり 』ert册nJ・M・ ・7タ"シ ヤ 昌 ン の 構 遘 のX綟 研.

究 〔1〕met齟 ・fヒee,}{i.Cu,1'tの 化 合 物 に 就 て(6躡).

」・oh洫 ・phy8●132(1955).

Corinc.,Yに 於 け る 療 子 崩 壊 の 研 究(241)・

Moaatsh.Chem.,65(1935).

1鉛e曝chH,電 予 の 干 渉 に よ る 二 三 の 簡 單 な る 分r一

の 携 造 の 決 定(a--').

ffionaffih.Chem.,68(1835).

r"吐 ヒユG・ ・B旦CCユreJda!…RiGam・nliR・ ・T,機 物

の 構 造 決 建 の 補 助 方 法 と し て の 電 子 廻 折(64)・

撫 謝 髏。ヰ。、しての轟 謝
Mcl<nnm.∫.C.,Grimn・ellL㍉&Read.∫ ・.中 性

子 に よa放 射 能 の 發 生(50δ 〕.

1'hompsonH・w・&Fre輔 ㎎J・J・.ア ル キ ル 墓 を 含

む 物 質 の 吸 收 ス ペ ク トル(507).

NcWlnmF.H.&NalkeILJ,,Rbの 放 射 能(508)・

Lunlk.¥F..YmrseIt.W.Ii.CSmithE.C.1V.,

N]1の 新 帶 系(50S).

Aulthen.1川 水 素 及 電 水 乗 の 帶 メ ペ ク トル に 於 け る

同 位 元 素 効 果(543)・

Cl,orkC.TLD・ ・二 原 子PNの ス ペ ク トル 常 數(δ4{).

IlcvcryG.&LeciH.,放 射 能 性 カ リ ウ ム及 他 の 人

工 的 放 射 能 元 葉(380).

JabfonskiA.黄Szym"now3kiW・,螢 光 分 子 の 熱 回

纏 と ル ミ ネ ス セ ン ス の 繕圏唄 時 間 〔582).

Cron(oo[D・,イ ン ス リ ン 畢 結 晶 のX隷 寫 眞(59取).

Walk但J・1.&SlaterL・,石 炭 の 赤 外 冩 眞 ⑩23》.

lfernsfinkeJIL,R・ ・tblatJ・&ZywM・ ・ 重 永 中 に 於

け る 中 姓 子 の 連 度 損 失(653》.

Natura-ise.,23(1933).

D"die匡 鹽A.ロ,}angler"厂.,無 體CDRの ラ.マ ン ス ペ

識 糊;、黼 岡 鯛 。畜撚}
Kan・hlichnilovnE.u.Ronnr:.,N性.子 に ょ る'1'h

の 人 工 的 嬉 移 に 對 す る 質 問 に 蔵 て(391)・

IlaLn.0・.廿 ・¥leilcerL・ ・ll1性 子 に よ るUの 人 工 的

輔 移(230).

Phil.2Sag.,190935).

¥ValkcH.JlIicの 核 構 造 及 中 性 子 の 質 量(599)・

翫WIIImF・H・&Nalke,.r..誘 導 放 射 能 及 粒 「f

發 射(661)・

liui】cyV・A・ ・CI.に 於 け る 蒄 于 の 県 勘(ICJ).

鷙隠 黌懸 晶驚讌謙 鷭}

瀧 欝1驫雰鑼誌 〔1先蠶灘}
LipsoniT.methylammoniumalmn.¥lly(CHIAl

、認 醐1嬲 繖.、,1〕,,鷲戮}
Allen}LS.趣Lo【 壌ai匸A.K.,二 原 于 分 子1;於 け る

核 間 隔 及 振 動 數(1032).

Phy8.R67.,47(1955)・ 層

`
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13nulleyC,D・.&SnｫLlyL.B.,.不 均 一is.於 け る.Phyeik..2.as(1935)・

火 花 放 電 の 籾 期 に 於 け る イ オ..ン分'布(541)」lfent「upILI.イ 才 ン 線 に 就 τ(385)..

EckarlC,.廻 轉 軸 及 多 氤 子 分 子 に 開 す る 二 三 の 研'frrnklecF・ ・ 機 械 的 分 子 模 墾 の 固 有 援 動 〔H〕 四 質

究(552)7鯀(42a)・

A・tclA.・51iph・ ・V・M・&$aeke・EF・ 逍 赤 外 領.Proa.Eoy,Soo.〔A],!99(1935)・

.城 に 於 け る.地 球 大 叙 に よ る 日
.光 の 賊 收X680)・.OvenI`・A・&PicknpL・ 卩 銅.と 壺 錯 との 内n匡 撰 散 の

NielsenA・H.乱.NielsenH.H.,}Hの 赤 外 ス ペ クX線 的 研 究(282)・

トル と分 子恒 數(5R5)・AngvsW・Ii.&LecAieA.H..ラ マyス ペ ク トル

BachcrR.F.SSawyerR.,..,.、 ㎏1に 於 け る 同 位 の 研 究 〔1〕硫 酸,.硝 酸 及 び 晶 ト ロ シ ル 硫 酸 の ラ マ

元 鞭 位(53'r)・ ン ス ペ ク トル(32了)・

KrogerF.,核 殼 寧 核 の 廻 槫 及 磁 氣 能 率(60b)・.OliphantM・1・ ・耳・,IiwnplonA.R。..&Fugter(nniI.,l

PollardE.,核 め 壁 テ ン シ ヤ ル 障 璧=賀 臉 及 理 詮M..或 樋 の 核 簿 移 に 放toaる 、 エ ネ ル ギ 侮 の 構 曜

。職_、 脚 。糊 諺 慟 融灘 盟 。。。郷 。。。。桝
1>iel:e,;。H.,.『 原 于 分 子 ス ペ クFnレ に 於 け る 同 位 ク トル 〔1〕 飽 和 ア ル デ ヒ ド(434).

元 鞭 位(CCI
.)・ 同 上 ・ 〔iiiア ク ・ レ イ ン(柵)・

1'auling.1齢 黄PinchJ・ 、,・L水 素 原 干 のV畍derT60mpxunJ.II.C.:.宥 穐 結 畆 蒂 子 あ 査 常 振 動 數 の ズ

K'aala.的 相 互 作 用(686)..ペ ク トル に 就 て 〔1〕一 般 論(48わ.

¥leNaLneyK'..¥Sonl[onW。&BeaschleinW.i...高RoyA.ti.R磯'1i.且.水 棄 中 に 於 け る 音 響 の 建 構

壓 に 於 け る 空 氣 及 水 葉 の 透 電 恒 數(695)・ 分 散 〔517)・

、VaτnddC・.N..&Read:A鹽E・ ・.中 性 子 衝 撃 に よ.る
.4msldili・ ・D'agostinqO・ ・Fenni.r.・ ◎Pontecnrvan・ ・

放 射 能 に 闘 す る.實 驗1直 の 解 析.σ00>Ra記 量liF6.3Segr2'G.,rl9性 子 街 撃 に よ つ τ 生 ず

lla「kingW・n:,核 反 慮 と原 子 香 盤 及 同 位 元 素 番 聾iる 人 工 放 射 能 〔II〕 〔JOO)、

i;よ る 分'簸(702)・}Proc・Roy・Soc● 【A].150(}955)・

.¥fmyG・M.3KinzerG・li.・ ・二 療 子 砒 素 の 發 光xiRo}ieAsnn∫ ・M・ ・ ㌶ ソ ゾ キ ノ ン め 構 造 ・ 定 鍛 的X線

ペ ク トル(了2匹》

tiLinnliarais・・.單 結 畆 に よ る陰 極 繰 の廻 折(780').

B。巳hρH・A・・.中性 子 に よ る擯 瞋瓔 め 理 賄(了47)・

Eln』!cinA・ ・.PｫlolskyN・&ItoseoN・ ・物 盟 的 眞 理 の

量 干 力 攣 的 言磁 は 完全 な り と.考へ うる や?(i.7)・

UuncuuA.」}.、F.,ア ム モ 轟 ヤ.の紫 外 吸 收 ス魂 ク ト

丿レ.(822:)一

Ste漁 面w.H.奪VielxnII・H.,シ ラ ンの赤 外 瞳

堰 スペ ク トル(828)・

PollarzlE・&¥fargcnauH・,.重 水 素 中 に於 け る 擧粒

子 の衝 突(S33)・ ・

Knuisax.P.&.13ryan..、 ・L,電 氣 的 に 爆 我せ る.

tts.の 分 光 峯 的 特 質(Bd?)・

恥 巳nbergE・,中 性 子 一 プ ロ ト.ン相 互 作 川 〔1〕、H及

He同 位元 素 の縞 合 晶 ネル ギ 門(850)・

Feenlxrg£ っ 巾性 子一 プ ロ ト.ン相 互 作 州 〔既〕プ ロ

。儲 鷺 鰹 し(&i7JH.,崟。。。毒黝.

研 究(106)・

KcmptonA.E.&.Rutherfi)rtlO`M∴BeとBの 核

耨 捗 と 軽 元 素 の 質 量(2引).

SantosJ.A.,或 種 の レ2一11eteropo]yac'idのcs鹽 の

x綴 研 究(309).

IlaslamR・N・ 艮,水 銀 の ス タ ル ク効 果(338)・

Robetts。nJ,.き1・,ヂ74=一tbの 構 造 のX線 分 析 〔lt〕

7一 り 二分 析(398)・

LangstorothG.O,.窺 葉 の 帶 ス ペ タ トル 中 の 勵 坦

と放 身書(371)・
ロ

BraddickII.J.J。&DitchburnR.w.,^リ ゥ ム の

存 在 に 於.け るC・ 蒸 氣 中 の 光 の 吸 壊(47S)・

Ree.trav.,54(!955}L.、.

"ritteA・A・M・,ル ミ ネ ツ セ ン ス 現 象 ペ ン ツ ヒ ド

ラ ザ イ ド及 ペ ン ゼ ン サ ル フ オ ン ー.ヒ ド ラ ザ イ ド に

よbて(471)・

Rev.Sci,rustT.,'.6.(且s55)・

波 販 差 の 表(96)・

_294一
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1"arraltt"G"腐 蝕 水 島 結 晶 の100表 面 のX線 反 射

能 と分 解 能(113}・

Darro一'K・K・ ・ 核 齟 及 び 能 率(133)・

SOw.?hys.,6(1954)・

Fabrikan[W。A.LLPu]verW.L,金 嵩 蒸 甎 中 に 於

。灘:鷺狸購 黝 、渡動殿}
Sew・Phys.,7(1955)・

JaanusR;J・&Sh"r.].s・ 、co分 子 に 於 け る 結 合 の

,、鷦 際 黙.、 。艦 。。鞠 、=llり
Go且onbS.1.rhodnli躍 の 周 溶 鱧 の ル ミ ネ ツ セ ン ス

の ス ペ ク ト ル(as),

Set[novJ.,安 定 な る 同 位 元 素 の 週 朗 系 と核 の 質'激 と

荷 電 との 關 係{82)・

BledhinτewI).乢H証pcr言nl㍉X薮 の 吸 收 及 分 散

に 就 て(175)・

AtzitnOivitschL・V・1'alibinP・ ・1箆.に 封 す る核 光 効.

果 の 下 限 に 對 す る 問 毯 に 就 て(29S)・.

EremejewM・,K町tschatusvl.&ShclL叩khlG,r水

素 に よ る 低 邁 度 中 性 子 の 散 亂 〔267).

SctiU1・inS.i1・w・ns・wsk}・s.,金 屬 の 電 干ttに 就 て

。濫瀦 ㌦ 、。_、 よ。.繍}
Trans.Farad。Soc.,.Sl(19SS)・

11cn呼W・G・1二 三 のanRt・ な る 炭 素 化 合 物 に 於 け る

償 撥 エ ネ ル ギ ー 及 厚 于 便 角(734♪.

Lun【R・w・&)[;tlsJ」E・,Nll或 はNH:分 于 に

よ る 一180ecに 於 け る 表 衡 上 の 青 色 輝 光(786}・

L蝋R.、V"Mil]sJ.E..&SinithE.C.W.伽 ア ム

モ 言 ア のSchusterBand(792}. り
Jon巳sF,、V.&Spoon町W、 波 長5040A.U.内5:腰0
ら
A・U。 に於 け る天 斯状 鹽 素 に よ る光 の 吸 歌(811)・

Z●anOry、Chem.,22S(19S5)・

二難欝講飜
Bri口R.,窒 化 リチ ウム の構 遣(Zintlu.Br:Lscrの 同

題 論 丈 の批 騨)(266).

:latansonG・L・ ・賦 活 され た る及 び され ぎ る窺 化鐡

の 徴 細 樽 逍(284)・

Sllu・nA・Ll・Feh6rF・,過 酸 化 水 素 め ラマ ン効 果 と

DeLlingerC.,。 。。。。 ら購 。.螺 〉}

z.Phy8i】 【,94(:935)・.

nlinkowskir.,g}剛1er1.】.G.u.WdDer・Sch31erMI

.焔 光 に 於 け るNaのD.糠 の 絶 對 光 度 測 寒 よ う轄

移 硫 罕 の 決 定.N訊 鹽 の 解 離 及1.,線 の 幅 の 測 定

past.

]linknuskiR,乢¥1'eher-ScU3ferM・ ・ 娼 に 於 け る 羅

對 強 度 測 定i=よ るX11のYP一 一1Sの 縛 移 確 率 の 測 .

定(172)・

¥Pieslr.,ag-cA合 金 に 於 け る 混 晶 の 虫 成 及 絡 子 恒

數(li6).

StraumanivTI.u,¥fellir`),TlebycRticherrer法 に

よ る 憧 密 摘長影(】84)・

S巳eckM・ ・電 子 波 に 就 で(211)・

manowV..ErshowA.u.Galac60xG"二 三 の 異

傾 結 品 の エ.ネ ル ギ ー 及 彊 性 幣 數 の 測 廻 俘41).

SchmidR。u.Gel61...,a,のA/n駿 態 め 攪 亂 個 所

に 於 け る ゼ ー マ ン 効 果(386)・

ho】lmLR・ ・PJを 電 子 に て 衝 撃 す ろ 際 に プ ロ.ト ン の

腰 彑こ(397♪.

Schulcr】.Lu.Sdしmidt'Ph.,球 對 稱 よnの 原 子 核 の

偏n(457)・.

GombisP.,金 罵 結 合 に 就 τ(iii)・

KaaC・S・S・,異 な る 肌 態 に 於 け る 霧 酸 の ラ マ ン 効

果(fiBG)・

Fa61enhrachH・ ・ 人 工 放 艦 能 性 に 就 τ 〔Cロri己一∫di孤

法 丿(607》

ThnmaA・,ア ル カ リに 於 け る蓮 績 吸 眼(521).

.Glascr¥V.;粒 子 と34:Lt子(bil)・.

31anctiW"金reの 電 于 論 に 於 け る 表 面 波(717)・

SmolUChOW蝋R・.合 金 のX纏 吸 収 塩 の 徴 細 構 造 〔1〕

了合 僉(775)・

Z.phy8ik.Chom、 【B】`28.(1835')・

ti。hlrau,chK・W・ …●㌔・ ラ マ ン効 果 の 研 究 〔X口 〕¥Y .,

形 分 子 か らSZa3f:へ の 振 動x,ク ト.ル の 移 行

(340).

hiidnrRW・u.H・fmnnnU.・,Cr.hl・,Wの.」{exacar・

Lonylの 緒 晶 構 津(:w,).

P.edlichO.同 位 元 素 よhjiる 分 子 の 撮動 鼓 に於 け

る一 般 自旬闢 係(371)・

τ乃bb㎎h・ ・tia及,.,の 三 二 酸 化 物 のG一 變 態 に

就 て(402).
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Reinicke.R.,岩 鞭 結 品 に於4jる 分 子 結 合 の模 型 化 に

蔵 τ(41])・

StackclLergM・v・u・PanlusRりZn及CJの 燻 化 物

、roll)i,u.HarderA,L、 。 及。 。、D「乙鼠黝

Z.phyeik.Chem.[B〕,29.(1955>

¥fiscfiL・BeのCu・Ni及Feと の 金馬 間 化 合 物 の

構 造(42)・

B㏄r5cLH,u・¥leyerL・ ・電 子 廻 折 に俵 る晦 温 に於 け

.る酸 素 の グラ7ア イ トに對 す る影 響 の研 究(59)・

Schlnrbe「ge「F・,7一 眞鍮 の 梼 造 を有 す る銅 ア マ ル ガ

ムC巳1Hg(65)・

G¢k。1H・,ラ マ ン.効果 研 究 〔XLII〕 ナ7タ リン及 其

軍 誘 導 簸 の ラ マ ン スペ ク トル(了9)・

iraesG.u.Sδ 唖.lerlioLnG.,A匙`、3過 剰 のMg-ni尖

品 石 及Yr』 ∫)rの 緒 晶 構 造(88).

II3ggG・ ・..磁性 酸 化 織Y一 恥 ρ3の 維 晶 構 造 〔95)・

trendlこ.aDumontE・P分 ・于構 造 と績 晶 對 捨1,3,

5・.1;emnltricarix(insaan・tri3thrlesterの 徹 細 講 造分

析(ua).

HortcrlE.,¥'emna【 よ りDialへ の變 化 に於 け る結

晶格 干 の一 次 元 白勺變 イ七(117).

化 學 熱 力 學,熱
化 學 及 邂 動 論

Ann.Physik,22(1935).

'/'rautzM
.u.ReichleA..天 斯 めCeの 測 定 の電 氣

的 徽 分 法 の批 許 〔Vi〕ア ル ゴ ン及 空 氣 の 比 熱 〔513).

Hir3ch.r..㌦,光.壁 手 の温 度.とエ ン ト.ロピ宀 〔soot.

An皿.Phy訌k.,23(1935)・

LユueM..軋,常 磁 性 天斯 の熱 儔導 並 に摩 傑 に對 す る

磁 場 の彰 響(1)・

黯 鷲灘 灘 。。ギ.鰯螺劉
GoldfingerP・,LmvareH、V・e[1.e[urt.M・,カ ー ボ 昌

溜 糎 羅 識 。.ネ.ギ嬲 券}
P餌smポA.de,砒 酸 ア ム 毛 昌 ウ ム の熱 化 學 〔1868)・

1藩 惣 澄認`黜 比熱纛 翆蕃}
]ohnsinnH・L・&¥¥'alkerM・ti.,藺 早 な.る翼斯 の

比熱 曲 線 〔VlI'〕酸 棄 の高 温 比 熱 及 支斯 の 熱 力學 的.

性 質 に對 す る ム 水 準 の 影 響 〔n6?).

ICietinkonskyG.li.,hahoBJ,R.,Smilhil .A..C

¥'anghaaW●E幽'宥 機 諸反 懸熱 〔H〕二 三 の 簡題 な

る オ レ フ イ ン炭 化 水 素 の水 .素化(8iR)

J.Chem.P6ys.,3(1935).

GoldenA.k., .分光 學 的 數値 よn多 原 干 分 干 の 自由

_}n.ギ ーの 計 算(259) .

Kihwoal.」.G..混 合液 鱧 の繞 計 力學(300)・

Hcrx(eldK.,.昇 華 と凝 緒 の 瘟 度(319)・

GoldonA,R.SO2の 自 由 エ ネ ル ギ 冖〔芻6) '

Ubtxlo6ｫlli.d・R・1多 原 瓶 斯 の熱 囀 度(3G?).

J,Phye.Chem.,39(1935).

1YeslC.D.、 臭 化物 及 水 硫 化 物 の 熱 化學 と物 理 的 性

x(493).

1Aau£ ・L・ 有 機 化合 物 の 情製 と働 理的 性 質 〔V1〕1種

度 の 比 類 な き標 準 と しての 比 熱 法の 二 三 の慮 用 と

隈 昇(捌1).

Phil・ 皿ag.,19(1935)・

Stoncr}:・.C.,磁 化の 熱 力學(:i65).

G"艮露 隅heim匸Lみ ・,弧 電解 質 溶 演 の 持殊 な熱 力 學 的

性 質(588)・

蹴9黒1{1蝓攤 瓢 鏃 購 〉}
Phy8.Rev.,47(1835)・

.Gi
aqucW・.1♂ ・&¥lacI}ougallD・P・ ・1。K以 下 の911

域 に於 け る 熱 力 學 的 温 度 目 盛(88a).

Phyeik.Z.,36(1935)

Slei踊wobrI.Lい ・u・Sch亘 岨zeA・ ・ 金 風 遷 移 に 於 け ろ

貰 熱 量 の 研 究 〔II〕Cり(30了).

S【e【lnw・hr]1・ ・.u,Schu1・CA・,金 周 暹 移 に.於 け る 貸

熱 駄 の 研 究 〔皿 〕滋(』19).

.Pmc.Roy、Soc.[A〕
,.149〔1935)・

Ty【 岨自1L、.M.&Prnr.ea.F..氣 殲 イ オ ン の 運 動

性 の 温 度 に よ る變 化 〔1〕或 る 天 斯 中 に 於 け る 其 の

天 斯 の 陽 イ オ ン(iLO)・

Som・Physり7(1935).

'frnpeとnikn、 鴨0
.¥,u.ドc轟 』r顴ik可DwLハ 、㍉ 無 水 鹽 化

鐵 の 比 熱 の 變 態(66}.

Trane.Farad.Soc.,31(1935)・

13naherD.M.&Yertonll.N.,25。Cに 於 け る

PbClrRCI-H,0系 の熱 力 學 的 研 究 〔iH〕(6】 ♪・

Partmt.H.N"2i。Cに 於 け るPbCl聖RCI-HgC覃 系 の

熱 力學 的 研 究〔1V〕(6S6)・

Maclo⑩.D.B..液 姐 及 其 の蒸 氣 の比 熱 及.液腔 混合
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物 に於 け る反 懸 熱 の 應 川 に關 す る注 意(74c)・ 「

)acobsL,軽 及重 水 の干 衡 混合 物 の 融解 潜熱(813).

.Z・Phyaik,99(1935)・

Rrbel:F.・1・,熱 力學 入 門(?04).

Glaa.W・ ・理 想 氣 饐 理 詮(317>

¥jrguvanV..ネ ル ンxト 熱 定 理 の 見 掛 上 の不 充 分

惟 は何 處 に あ りや?(377)・

Z.phy召ik.Ohe卑`【 △】.,.173(1935)

明(1308)・ 常 磁 性 物 質 の構 造轗 移貼(1385)・

DlathieoJ.一N.eiYerrichetj.,樟 腦 の 露一ハ ロ ゲ ン化

物 の 廻rs分 散(1δ83).

;llradieP,etChampe[ierG.,重 水 の 二 三の 透 電性 箕

の 決 定 に 就 い て(assn).

Tim鵬rma恥J.etDeπ 。亀L,重 水 の 物理 恒 數 に 對

す る實 絵 的 研 究,.熔 解温 度 の壓 力の 函 數 と しiの

蠻 化(1661)▽

Rutgerd.J...薫 相 化 學 午 衡 へ の熱 力學 の 慮jll(i31。Ir.)いpti,小 格 子 の 彩 に於 τ測 定 せ る金 馬 の熟 傅 導

DuchlemnnnE.u.1.nngcE、 ・D2{レH嵒0混 合 物 の

稀 釋 熱 及 蒸 駁 熱 〔295》 ・

hochW.A.。SO.一IL.〔}系 の 熱 力 學(313冫 ・

i1 〔
「

隻 論

精 度,li面 張 力,旋 光 度,分 子屈 折 、

磁 氣 的性 質,透 電 恒 數.双 悌 于能 串,

分 子 容,分 子 量 及 源 子 量 等 ・

Ann.Phyeik,22(1935')や

9'nutzM.u.¥ISIIerWゆ 混 合 天 斯 の摩 環,熱 傳 導

及 擴 散 〔XXXI〕 ・ 天 斯 の擴 散 恒 轂 の 定義 と補 正

(sia)6同 〔XXXII〕 ・ 擬 散 恒 數測 定 の蒸 蠻 法 に就.

て(30).同 〔XXXHI〕.蒸 登法1こ て測 定 せ る從 來

の 擬 散 恒 數 の 補 正(芻部}.同 〔..aIV〕 」 櫨 散恒 數

レ)新測 定 と櫨 括(353).

ドritsch.o.,牛 導體 の 電 氣 的並 び に光 學 的 舉 動 〔X〕・

ZnOの 電 氣 的 測 定(376)・

Eer.Dtach.chem.Qes.,se(isa5).

1【essh.u.1'hilirpofl、V・ ・繊維 素 ニ スデ ル の 強級 性

の濃 度 に よ る影 饗(ssa).

St"udinger1.Lu.S[aiycrl㍉ 高 重 合 化 合 物 〔il【〕 パ

ラ フィ ンの 帖 度 測 定(101).

StauAinger11.u.SchxalenstuckerIL・ 高 重 合 化 合 物

〔ゴ12〕粘 度測 定 に俵 る分 子 形 態 の 決定(727)・

Sakurada7.,合 成 及 天 然 高 重 合 化合 物の 粘 性 比 鍛(高

級 分 干 の 構 遣 及結 飛 法 財 に 開 すaH.Staudinger

砂 論 文1.二對 す る批 評).(998).

StwdingnH.,LSskur:uloの 批 評 に 對 しτ(1`〉'taJ.

Compt,rend.,soa(is55).

Dufr"廊 ¢.C.elTiaduchcM.,4trepheロylruLeneの 光

化學 恒 數 と周園 の光 擧 的 性 宣 との 躙 係 ・ 櫨 々 な る

濬 媒 の化 墨 的 性 質の 特 性 的 影 響(1103).

Dupo腿y.G.,常 磁 性 物 質の 實 喰 的性 質,根 本 炸 質 の 説

。14(1133).uillienR.,。。 。燃 。。顧 霧1鄂

kllin¥.,確 干 内 部 に 於 け る 屈 折 掌 の 不 均 一 性 の 研

究 〔1S48)・

J.Am.Chem.Soe.;57(1s35).

hum:erW,D,有 機 液 體 の 透 電 樋 鼓 及 沸 跳 に 對 す

る 水 素 慣 標 の 影 響(600)・

1;rotns[einJ・1㌦WymanJ.&(;ohnE・J・ ・ 多 價 ア

ミ ノ酸 及 ペ プ チ ドの 研 究 〔III〕.四 極 子 の 溶 液 に 於

け.る 溶 劑 の 透 電 恒 數 及 電 氣 歪(fiMli).

sりirbe1ヲ.、 Ψ・」◎,♂、61nn巳J・E・&、VarnerJ・c・ ・ 傾 度

に 稀 薄 な る 溶 液 に 於 け る モ ル 分 雑 ・ ホLim・ne鴫

d.Piaene.VICIIIPレPenma[c及EiLyl$enzaaleの

兩 掲皇『F能 崋(853)・

Tnu+sa7ntJ.A.歯¥CepekeII.IL,ア セ チ レ ン化 合

物 の 透 電 的 性 質;〔V〕 ・ ハ ロ ゲ ン 化 ア セ チ レ ン及 ハ

ロ ゲ ン 化 ア ル コ ホ ル(66S)・

Ga6rielA・.(Vla)2Sq4-CaSQ「H20系 に 於 げ る 二 三

の 鞭 顛 の 光 學 的 性 質(68の ・

OttaM,M..D匸alkoxyalkaneの 電 無 能 李(saa).

且hixlCIG.P..1.1δ 函95chnli【 竃o.,LeIkaoP.&Moyα

1:.Jワ 化 學 晒 際 協 定 に 於 け る原 子 最 に 關 す る 委 艮

の 第 五 報(787ン

DcWittC,C.,Makeosk.r。&llelnA.W.,X鳥n・

[hateの 表 面 の 諸 關 係(796),

Baste「G・1、&Frizzelli_D・gasの 原 子 量 の 改 正.

nscyの13に 對 す る 比(851}.

C。nmdR・M・&IIal1」 ・L・ 液 體 混 合 物 の 物 理 的 性

質 に 對 す る 表 面 能 力 の 開 係 ・(R63).

J.Che皿.Phy8.3(1955}.

Fer月115。ロA.L.,Case().QEvanaG.II.,透 電 恒 數

の 研 究 〔V〕 ・ 帖 き績 物 油 中 のLecithinの 奚 常 分

散(285).

Smylh.C,P・&¥lxalpincK・Bl卩 蒸 氣 状 態 に 於 け る

【
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二つの双揃于能率の不變性 と溶確Φに於けるその

見掛けの變1ヒ(3d7).

1{adsG.,硝 于様状態(363).

WaldenG.IL.--ammett-1_1'.&GainsA..Phe-

nanlhroliM第 二二鐵 鑚 引匕合 物 め 磁 ∫風的 僧…質(364)・

.a

.Chem儡$oc.,(1935)・

Aer6erl12.¥¥'.,AlinlF.:1_SauunuelxlI.¥¥¥'aod

C・E"炭 水 化 物 族 に 於Hる.光 の 廻 鰐 分 散 〔V〕・ テ

ト ラ メ チ ルY・ ゲ.ル コ ノ ラ ク ト.i(?9u).

D茸ppy玉F.」.1Yilliams.r.R.&Lexis,:・H。 ・ 一

價 カ ル ボy酸 の 化 學 構 造 と解 離 恒 鼓 〔Hl〕 。 〔343)

HollensW.R.A,&Spencer .「.F,.C4化 合 物 の 受

.磁 奪(Los》 ・

Gossド ・R・ ・ 會 合 せ.る 液 憧 の 双 極 子 能 奪(503).

AmdヒF・ ・Jlnnli【,G・'】 ㌦0・&Partings・nJ・1ミ61透

電 分 極 の 研 究 〔Xll〕 ・ ナ.オ.ビ ロ ン及 共 に 關 係 せ る

.化 合 物 の 双 肝 能 魁 構 造(602)
・

Cow且eyE・c.&PortingtonJ.R・,同 上 〔XIII}簡

單 な:る 脂 肪 族 に 昌 ト リル の 或 棒 子 能 崋(aoa).

取町アC.R.SPnnyG.A二 、ti-azetate及lanmleの

永 瀞 液 の 密 度(626),

鯲鵬魅講讐}
iliordepW・u.,彊 磁 性 粒 于 に對 す る交 番磁 讐 の 作

用.(508)・

AstonF・W・ ・ 薪 方 法 に.よ む決 定 され た る二 三 の輕

原 子 の 質 餓(041),

NatuゴW趣 。,22..(1955)・

GcロiantA.,.K・i8np!e丶eViskositii.(406〕.

Phyeik.Z.,S8(1935)

FritzW・ ・實 際 五 祈 の 駄 態 式 に 野 す る 注 意X217,.

Hackei-W・ ・ 電 解 質 溶 液 の 透 電 恒 鼓 の 胞 和 効 果 に 就

いr(220)・

SathsSeG.,メ.タ ン,Y.タ ン及sチ レ ン の 鹽 素 誘 導

.股 めlien効 渠(:iii' .).

MmkrF.H.u.AloriierP嚇 種 々 の 溶 蝶 に 於 け る ア

ル コ ホ ル 及 二 一 テ ル の 透 電 的 性 質(371)・

Pi'oc.Eoy.30c,[A],149(1935).

A%tonF.Wり1[f,Th,Rh,.Ti,Zr。(為G",A9.C,

.
.Ni,ai・F'e及1鴎 の 同 位 元 楽 組 成 と原 子 匳(308')卜.

Proc.R.oy.Soo.[A],150(1935)

」醐 緬W・,高 周 波1二 於 け.る 丿εラ.7rソ 蝦 溶 液 中 の

電 媒書1映 更)機構(197)・

Grosse∴..V..プ'ロ トデ クチ 呂 ウ ムの斑 于(383}・

Hec..tre▼.,54(1935)..穐

UullikenS,p.&W"kemarR,L..炭 化 水 素 の構 造

と撰 揮 的 溶 媒 に對 す る混 和性 との 關 係 に就 ての 研

究(366)

Lif』chにL,1・ リ フs=Nメ タ ン系 の 研究 〔n〕・ト.9

タ ン誘 導爬 の 光 化 學 的 性 質 と光 學 的 活性(XO7).

ワ㎝ ・denl回 創L.」.N.1.原 于 屈 折 寧 の新 測 廻 〔1〕

(518).

Henroquezl㌧C,分 于 匿光 と分 干 屈 折1二對 す る新

公 式(Sid).

Sow.Phys.,7Us35).

FwatecG.S.,1'a氣 に於 け る變 態 的 分 散(22δ)・

Z。anorg●Ghem∂,223(1935)・

Sanerna且dF,,熔 磁 金 屬 及 合 金の 表 面 掻 力 〔V〕.睡 一C

合金,tlgRTI_,NaTlg;の 炎面 強 力・'17に 於 け る

表 面 張 力 の 時 閥 的變 化 並 に靉 の 表跏 強 力(8d)・

GeringK.u.Saue【waldr一.,熔 融 金 顧及 合 金 の 内部

摩 僚 〔V塵〕tin:Cd,%n.A窪,Sn・h・¥aの 内部 摩

擦 及 ア マル ガ ム の 構 造 粘性 のP7&(404J,

<Z.Phyeik,99(1935).

.MahnNiP。C"一 一價 正.第ゴ 及 イ ソア ル コ ホルの 電 氣

・黝 鶴 蓮鼎 羅}
Gowieckeir..電 場 に於 け る 翫ig鵬 鵬 鹽 の透 電 魎 數

の 時 間 的 形 成(5i9')・

Z。phyeik.Che血,.【ALコ,173(1935),

31e)'erJ・g液 體 分 子 の強 さに就 τ(106),

61auW.,弗 化 水 葉 中の ケ トン及 ア ル デ ヒ ド溶 液 の

轟翻 飄織 。柵 。。磁 鍬}
Sc6rbrr鵄u.RockerG"臨 界状 態 の 研究 〔V〕臨界

状 態 の 轄 度 に 就 い て(工78}.「(say).

SuLininn.L.u。'PcryuguwL.,硫 酸 水 系 の 糞 面 弧 力

Z,physik.Chem.[B],28

Xiesenfeldl[.c.ChangT.L,(鸚 。 距 飃 レ}

ambα"・1:rocuk∫ ・・費 々の 諭 交L爾 性 電 解 質 溶 液 ・

の透 竃 慨 數 ■に 就 い て(d10).

KritxhenskyI.R,Wf:asarnwskyJ.ぎ.,双 榛 于能

李 の 計 、冢.(gfi7)。

Z.phyeik.Chem.[B7,29(1935)

一:ins一
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Kahn、V.u,Ri1】erH,1類 低 構 造 を;盲す る化 合物 に

於 け.る蠻 色 軍 の 旋 光 恠 に對 す る役 割(1}・

tiaknmdaI、 双 趣 子 曾 合 に於 け る2個 及3個 の鎗 化 合

物 の 同 時 的 生成{194)・ ・

電 氣 化 學

Ann.Phyaik.23(1935).

Heilur&固 態 及 液 態 に 於 け る ア ル カ リ金 周 のPt

に 對 す る熱 電 氣 力 の 測 廻(tip),

00mpt匳Iendり200(ID35)・

PnncisM・etTcl爬ng。D乙t・9'chana,電 解 に よ わUana

,、溜 鸞 鞴 。。瀰 。。磁 畿}
Fo歔¥f.,..熔 融 硝 子 内 に於 け る分 霪 研 究 に電 氣 僊

導 度 の 應 期 〔1100】.

StourC・ 有 色 物質 の 光 電 池 に 對 す る氣iL3p.LN,り 〕.の

灘1臨 蠍 。池啣 、罵!翻
CrvnP・ ・ 有 礫 マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 の 形 成 に 俘 ふ 電

鼠 現 東 〔13P?)・

」・⊃ロ1加itsP・ 口 新 電 解 實 臉(且489)●

(鱒ln[ilL.,.・ ・caci.電 池 の 電 動 力 の 研 究(Ib7U)・

Itechaulc・ ・Cu及Sllの 合 金 の 電 解 析 出 〔1737).

FdeP.,Ya・niobaleの 電 導 度 と加 水 分 解(li30).

PuclauxJ.一P.一E,,タ ン グ ス テ ンの 陽 趣 分 極 に 對 す る

光 の 影 響(1S3S,・

J.ムm.Chem,Soc.,57(1935)・

1{amnw.∫ 」,ガ ル ツ ア ー 二 電 池 法 に よ つ τ 決 定 さ

れ る 激 厚 硫 醒 溶 液 の 輸 拳 の 温 度 變g(cas).

J.Chem.Socり(]935)・

Rynnc・TonesW.1らK・r111etharide及ICthoxiAeの

電 導 度 〔540'.)・

Jenkics71・D・&Suu・ml・ ・E・7昌 ト ・ ベ ン ゼ ン 渡

厚 澪 液 の 電 氣 分 協 、 特 にSogdeorelationの 正 碗

さ に 就 て(009)・

J.chim.phya,3E(1933).

bfeycr'ri,.,簿 層 液 盤 の 破 壊 と 鰤 導 度(199)・

1:¢緇or浦N"ア ス コ ル ピ ン酸 の 電 位 差(210)・

Tl巳onr..,Zlo[owskiの 動 的 陽 趣 に よ り 觀 測 せ る 踐 留

電 鼠 の 性 質(269)・

」.Phpe.Che皿.,39(1933)・

HndyG,,グ リ 昌 ヤ ー ド軾 藥 を 含 め る セ ル に 於 け る

感 光 電 池 的 効 果 に及 ぼ すtYMF.性 物 質 の影 響(356).

ES5了nO.&Bekle町Lア 三chewaT.,外 來 イ オ ン(電 看唯と

異 な る)溶 液 に 於 け る電 位 生戒 の機 構(3i]).

Rancroft¥Y,D。&MurphyN.1㍉H望Qgl二 よ る酸化

邇 元(377)・

11a眠nI.A..&R'illinms亅.W.,電 氣 羌細 菅 曲 線

ゆ1灘讐温籌纛灘 欝羲。纛齲毒}
MartinF,D.&¥ewtonR・1へ.運 動 界 面 を 持 つ セ

ル の 電 位({35).

C了axbrdS.R.&biacKapILA,C,電 氣 毛 細 管

曲 線 の 決 定 に 對 す る滴 下,R.肚 法(54u丿 ・

Urban塵',,PeldmanS.C¥1'hitcH..L.、 パ ィ レ ッ

ク ス 繍 陳 中 に 於 け るA・C・ 及D・ ¢・ に よ る 表 面

電 氣 博 導 度 の 測 定(GOsJ・

Grmn6crgD.M,&1.購onC・E・1非 水 及 混 合 落 喋

巾 の 毋 白 質 の 物 理 化 學 〔ii〕 蛋 白質 の 或 種 の 継 畆 酸

瀞 液 の 電 氣 化 學 的 性 質(665}.

N8LIIr9,135(1935).

RjabininJ.N.RShuI期ik【 」wL・wr超 電 鼠 簿 甚 合

iG.の 磁 蝋 的 性 質 と 臨 界 電 流(581).

Phi1.Hag・,19(1955)・

【く1La5吐giIIS,R・&(}匸lplaArK◆ 【,,.結 晶 整 流 聾;對

す る熟,紫 外 線X線 の 影 響(55i,・

葦迂untじr(;.S.,光 電 氣 曲り減 寰 及n隻 化(958)・

Crざし.fordS.R.・GaUyO.&薀 層Lilyl遭J・s・L・ ・ 電

氣 毛 管 作 用 の 理 諭.〔II1〕(Od5)・

Phye.Rev.,47(1935)

C,ud.relle.4,B一.8/39。 の 。,縞 棒劉

KoxA・.複 合 表 面 の 作 用 函歎 の温 度係 数(887)..

】Phy8ik●Z●,36(1935).

GnnnnW.乾 懆 空 氣 並 に 濕潤 空 氣 中 に於 け る琥 珀 ・

石 英 ガ ヲス及 硫 黄 の 絶 縁 能(??g)・

EtamAlA.。 金 屬 の電 氣 抵 抗 に對 す る光 の 薩接 的 作

用(433)・

Sow,Phya.,7(置935)・

JaneA・ 龍JoRca・ ド・・Capriceの 縞 晶 に於 け る光電

勁 力(:f4S)・

Trane,Fara己.Soc.,31(1955)・

tihutlW.G.,陽 鱶 不 働 化(儺)・

COTv.L。K欄5C.A.&F皿 ・55RDf,電 解 質溶

液 の激 〔VI〕25・Cに 於 け る.Anu。!・,Egggene

timmide及.EtLyleneC}盞1叮idCに 於.け るu解 質 の電

379一
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氣 醇 導 〔7a9)、

711R91.1・・OcrygAlmhol及(:spry】ICacidの 永 濺 液

の 表面 電 歴 〔7c:〉).

Jackson"「 鱒 パ ラ7イy蝦 に閲 す る傳 導 度 一 溢 度研

究(szr).

籌:1黙臘1鼠鼎ll}
¥luller.F.・u・¥lehlhornK・ ・ 酸 粟 よhx.o.へ の 電

解 遯 乖 〔199)・

Z.Elektrochem.,41(1935)。

E>ivαu・A膃6mow註.E"遘 硫 酸 鹽 の 電 解 的 生 .成

に 對 す る 勝 イ オ ン り 影 響(260)・

'1'Mlt.
. .1+..永 嚢.イTン の 陽 柚 放 電L.二 於 け る亞 硫 酸 曹.

逵 の 舉 動(270》.

Holt.M・L・ ・ タ ン タ ル の 電 解 祈1昨7sgariuhenU.

Predcの 實 驗 結 果 の 吟 味(JO1).

719nselG..錫 酸 費 逵 溶 液 の 電 解 に 於 け る 鯣 の 陽 捶

に 於.け る 暴 動(3】4)・

Ji嘸 臨 鹽 化 ア ム モ ニ ウ ム 木 澄 液 の 電 解(321),

Z.PLysik,94(1935):

Issec.G・ 囗・1・II51igA・,SI,に 於 げ るE[cktrnplw【u・

phnreseの 研 究(760).

Z.phy8ik.Che皿.【A〕,113(1935).

K5my-Szab6St.V,u・SzlatinayL..加 壓'Fの ア ム モ

昌 ウ ム ア マ ル ・ifiの 電 氣 化 學 的 態 度(89)・

yssiua,BalabajA・u_11alanze、 サ♂、齟・23+及 金 酉 イ

オ ン の 錆 シ ア ン化 物 溶 液 よhの 同 時 的 放 毘(L18)・

Olander.A・ ・Cd-Sb合 金 の 電 氣 化 學 的 研 究 〔?83)・

2.phyeik.一 〇hem.[B7,28(1835).

Josew」a.]・inAeR。Ihl:誤 合 僉 の 電 解(117).

liazty工 ・ グ リ 呂 ヤ ー ド試 薬 を 含 め.る セ ル に 於 け

る 感 光 電 池 的 効 果 に 及 ぼ す 竄 換 性 物 質 の 影 響

,(355)・

'ド
衙 論

牝 學 李 衡 ・ 相 律 〔状 態 圖),濟 液 論 嚥 氣 壓)等

Ann.Physik,23(leas).

Ageewr.W.U.S60pketD.N.,Cu・Au系 に於 け る

牙 子 固溶 健(go)・

Ber.Dtach..clle皿Qee。,68(1935},

Billig.K・ ・沸 鮎 .に於 け.る氣 態 及 液 態 の 會 合(591)・

[llmannM・,工 業 的 醂 酸 繊 維 索(Celliり の 溶 解 牀 態

に 關 す る纈.報`重 合 せ る.炭 水 化 物 の 稀 薄 溶 液 の 灣

透 壓 的 研 究[ctu〕(,.,】7).

Baue「H・ ロ・Runchkiah・ ・ 二 三 の 芥 子 油 及 殪 化 物

の 飽 和 蒸 氣 壓(1'1'38)・

Compsrend.,200(1835)一

Wo!「G・9二 元 系S【(OI1):一sr(AO,)2に 就 き て(1203)・

Rinckt・ ・,ニ ア ル カ リ金 屬 よ.5生 じた る 合 金 嗽 態

圖.K・Rb合 金(1205)・

Gu且dfingcrP・c【JenneLommcW・ ・
.?B水 に 於 けa--+

の 水 化.及dent6ro・"・ideの 解 離 【1387).

?fulim1.1・ ・氷 と1:.SOaの 共 融 點 の 降 下(1:i91)・

1)ciwau置L¢M.,t_、Rih,Na「,1.1.o系(140り. .

QniolinM・ ・.caci.潮 液 に 於 り.るllebye理 論(]i59).

Rullel.,・ ・P・・K .の13nmlCに つ い て ・ILO-KgO系

の 研 究(17ai),

Hεlv、,18(1935)・

Mεy既K・ .,.高 級 分 子 化 合 物 の 溶 液 中1ご 於 け る態

度 〔1〕・蒸 氣 壓 降 下 と濘 透 壓(30i),

」.A皿.Chem.Soo.,57(.1935)・

Mc¥lttkin7r・L,CohnE.∫.&¥1'carc∫.IL,ア ミ

ノ酸.ベ プ チ ド及 之 韓 の 闘 係 物 質 の 物 理 化 學 に.於

け る6if〔iir〕.ア ル コ ー ル ー 水 混 倉 液 に 對 す る ア

覊 灘羅1}
lfillA・E・&1'anickN・S・ ・ 三元 系 〔¥¥〕.～ 鴻04,

〔NH4)2SO」 及 水(645).

.vanK匚oo5町x .S・&0庸e膃R響 》1・,r力 系PbIゴ

PINT(870).

RicciJ・E・ ・三 元 系IGa,S()a・NaBrO3・H20及RDoz蟾 ・

』00m分 類 に於H3一 つ の成 分 間の 固 溶 體 生 戒 の

六 種 の 可 能 的型(805).

E贈x臨 醜 .hellアR',R。.孟 チ ル ア ル コ!L及 水 の

沢 斯訣 混 合 物 に於 け る遶 散 能 ・ 理想 溶 液 よ りの 逾

背(tl15)・

Thomasr.B.&WbWL∫ ・・.乾燦 無擾 鹽 類澗 の 二

灘驪慰濕 繖}
HilAcI)mndi.H.,溶 解 度〔二xrv〕,溶 解 度 に.對す る一

般 式 の 實 瞼 的 吟 味(866)・

一3W_.



物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)

献 集 85

Schn川b、V.C.茂Sece且scrS,B.,Fe柑 及A匿.1周.

の 反 慮 の 干 衝(871).

J.Chem.Phys.,3(1935)

Smithir,△,&Vanghan"「 ・1㍉c.x,=〔:.,[ギ1.π3

2F衛(ad1
,',

」.Chem.Soc9隻(1935)・

FriendJ。N.&WILeaしW.X.(藷 ・屬 の 譲 峭 酸 マ グ

ネ シ ウ ム 驩 類 の 溶 解 度(356).

C聖訂kL.¥1.cHunterE.,159。 一252。 に 於 け る

CaCOバ 〔ゑSOぺH20系 及Na鹽 の 添 加 の 影 響(:i8.)・F【ickck・ ・A・K「aux

tipence,:.&¥YilAW.・7ナ ル ムア ル デ ヒ.ドの 蒸 氣

犀 曲 線 及其 に開 聯 せ る數f直(506)・

LowrアT.M.&LemnnI.T・ ・窒 棄 の 酸 化 勒 の 性 質

〔且〕.τ二成 分 系.N=〔 レ過・N璽05〔f,A3)・

J,ehim,phys.,32(1s35).

Schalegelli.,不 均 一 二元 系 の 研 究・ 二層 に 分 れ る

液 骼 系 の 物 理 的 性 質 〔lll〕・(215)・

」.Phy8.Chem、,59(1955)・

Rgssellxrghcr.V"韓 蚤一 竝 弱電 解 質 のrz性 係 數 及

滲 透 係 歎 を績 ぴ つ け る定 理(403)

P.ysselherGheP・V・ ・ 醋 酸 の 融 解 黙 に 於 け る醂 酸 水

溶 液 の 活性 係 鼓 及 彦 透 係 數(415)・

"Pra:lecR .r.&1馳n巳vickerH・N・,滲 透 速 度 に及

。藍欝 貯灘糊 繍轍。謂 急}
D。LLinsJ,T.&Adr!lea〔mJ..、 ・9曹 逵 一 明 響 系 め

研 究 〔1り(637)・

3wearingcnl・.E・&Fl・ ・EN匚eR・T-VaHrの ア セ

トン へ の 溶 解 度(701)・

PondJ.R.&¥1'i匸MnA・ 、雷・・ ア 轟 リ ン ー 蟻 酸 一 水

系(70;〕)・

Physik・Z。 ・3fi(193の ・

F【edenha鶴enK.,溶 媒 と溶 質 と の 間 に 於 け る 特 殊 の

.相 互 作 川 の 函 鼓 と し て の 溶 質 の 淒 透 歴 性 質(Sｰ1り .

limitsA.,同 相 に 於 け る 内 部 挙 斯 こlH〕(sc.)・

JakohM"水 蒸 氣 のBLtin曲 線 の 臨 界 點 以 上 の 纏 行 に.

就 て(4!3>

臨 黯1慧 、器、(19煽蠶薬洳
Trane
SChi:諏膿;隸 敷 の、鰺謂
2.anorg。Chem。,223(.1935)・

Ilrinizingci・ 匸1.職【.1:Mnnnralc.、 溶 解 状 態1二 於 け る

"ダ ン化 金 屬 衛 イ オ ンの組 成 及 水 和 作 用(106)・

Z,Elektroche皿.,41(1935)・

11Z
eiecli・J:+7B「.zTBrの 鼠 鮃 斯 の 緯(?6i)・

SiinonA.&Hater∫.IDimethyl一,TrimOl】ivl・.及

1ゴd川ylaminの 羅 無 壓 曲 線,融 解 盤 及 化 學 恒 厳 に

就 τ(294),

Krau肥A.,Gcelhitう ζは¥adc量eisenerzと 名 附 け.られ

た る α・恥 ρ3.・rr.o,竝 に その 舮Fe量03へ の轉 移

無 定 形 及 結 晶 性 水 化 酸 化物 及酸 化物 〔XXI〕(33了)・

の 前記 羚 丈 に對 す る意 見

撫 三蕊 萎灘}
Z.Phyeik,一94(1935).

PrankL..永 溶 液 の 蒸 氣 堅 の測 定(⑩S).

鰍黙:鷙僻 霧膿毳。縱 〉}
haul:aV・u.CulbergJ..炭 酸 の 第 一 次 解 離 恒 勲 に

つ い て(131)・

HlymkowskアK.ILSzmy【Mu二 忌 の 有 後 三 成 分

系 に 於 け る 固 液fig;關 係(150).

hilpiS・;廢 一 鹽 墓 舜 駛 の 緩iffy用 と 棺 互 作 用(223)・

Z,phyeik.Chem.[B],29(1935).

211cmldWりAllylse11側 と('ipc「idinと の 反 應 に 就

τ(121).

界 面 化 學

吸智,觸 蝶、膠質,腐 眞化學等

AAロ 墨Phyail【,22(1955)・

ScLnialcrmann∫.、 水 素 に て 被 覆 さ.れ たPd・A匿 合 金

の 熱 電 効 果 に 就 て(蛇 δ).

Ano●Physik,Y3(艮955〕 ・

V`dmcrM・ ・ ∫・'1'Lumson漠 びW・Giいs氏 の 法 則

」微 粒 子 の 蒸 氣 壓 に 就 て 「に對 す る 注 意(44)・

Ber.Dtseh.ohe皿.Ge8..68(1935)・

Pla[nnow,¥f.S・.:lninsimnxS.u,ロ ●Frascheninni-

kownw.M.,P.eの 觸 媒 伶 用(761)。

¥[Ullcrw,J.ロ ・lieuE.・A聰 上 に 於 け る 酸 化 物 被

膜 の 穿 在 に 就 τ(ΩS9).

Compt,rend.,20s(is35).

72elTbier>〉..多 孔 質 物 體 に よ り生fiる 温 潤 現 象 に 於

」

「
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け る.蒸壁 の 役 割(HO5).

ChnrrinnA.巳tValetteS.,冩 眞乳 劑 の 感 度 に對 す る

」カテ オ ソ■の影 響(118Q;)・
'1'rillate∫

bJ一 ヒt¥la暖 再i.L・ 金 屬 表 面iこ於 け.る鱈旨肪

物 質 の 畢分 子及;分 子暦 の形.戊 と簿 造(1299).

PeilS・.Lゲ ル■1こ於 け る 電 氣0,現 象 と{七畢 白む對 照

(1315).

ProcopinS.elUmanechi.D.,水 中に 浸 せ る金 屬 の

電 軌 加;働 示.さ る る籔 の 表 粥 の 存 在(1396)・

Chartion ..-e吐ValleleS・,冩 眞 乳劑 の 感 度 に 及 ぼ

す 水 の 影響(1528)・

nevanaII.,濃 度 且.0　望～10胡 溶 液 の 自 由表 面1こ於 け

.る卵 アル ブ ミン.璽吸著(lioO)・

bfathieu-LdayL.一5,,ア み モ 手ア 性 溶 液 に:於て 水 酸

化 第一 戳 沈濃 に依 る銅 の吸 着 に對 す る錯 鹽 生 成 の

畢彡響(】了51),

TOur祕uτC.,散 光 分 鰉 後 に於 け る ア.ラ.ビアSL。 ゾ

轍驚繋羅灘}
」.Chem..Soo`,(1935)・

FailbrOI.herF.良.Smbbsn.L.,電 剰 灌 遅 の 研 究 〔Vl〕

氣 泡 管.(UuhWa-min)に 依 る測 定 法(52了)・

J.chiロ 』phys?,23(1935>

11ikcnrinn:J,・ ∫.,膠 質 溶 液 の 比 感i懸 度.('d85).

J.Phys.Chetn.39(ts35).

UrbnuI孔,、Vh萋tcl工.L.&StrasllerE・A・ ・固 一 液 界

面 に 於 け る表 面 電 氣 傳 導 度 の 理 論 へ の 寄 與(:1]).

McBaiり 」.ｫ:&ド 鳳er二 卜FL,表 面 電 氣 博 導 度 の 大・

し、さ(331).

PaineP.A.&1'rw:eW・G..結 韻一 溶 液 界 面 に於

.ける 吸着 〔VII〕明 響結 晶 の晶 癖 竝 染 料 吸 若 に 及 ぼ

す 魔1吸 生 長遉 度 の 影響 囎 儲 の 陥 毒 に 及 ぼ

す 酸 及 ア ル カ リ媒 質 の 彰 響(42n)・

Goピo¢hb怖kyG.N.、Agiの 電 氣 運 動 學 的 電 位(ass)・

、、nceuaM・,疎 水 ゾル に及 ぼ す 陰 隷 糘 の 影 響(◎09)・

1.hrclr.&Ring..G.n,膠 質 の 移 動 度 研 究.[tn〕 ゼ

ラチ ソに俵.つて 保護 され た るFr203一 及 玉ln軌 ゾ

ル の性 質(515)・

RerkmnnS.・ 紋 子 の大 い きの 分 布 に俵 つ τ 決 竃 さ る.

、乳 濁 液 の安 定 度(5?一;了)・

¥¥'arkJ."P.純C,x.a.B・,浮 游 撰 籏 め物 王里化學 〔V〕

キ サ.ンテ イrCollecし 。rに 依 る黒 鉛及 硫 黄 の 浮

游 撰 鑛 と共 吸 着理 論 との闊 係(561)・

13ul111・B・ 電 氣 蓮 姆 〔alV〕 確氣 泳 動 ・鋤 電 位 表

霊 氣滲 透 の批 判 的比 駿(577》

WonagUaoR,..、Chi電eH,しRUr6:,n.F.,硝 子及 ぜ

ラ チ ン表 面 に於 け る.電氣 泳 動 的,電 鼠 澄透 的 竝 に

流 動 電 位 的等 電 鮎 の比 較(oH5).'

JcvnyH..&PeitcrpeierR.凡 膠 質 系 の 安定 度 に蘭.

係 あ る イオ ン交 換(uD3)・

R'hi[eH・L・ ・¥:onaglmn::.Urban.1㍉ 電氣 澄 透 的

移 動 度 の 電 氣 泳 動 的 移 動 度 に對 す る比 に及 ぼ す電

、誰懲 鷲 脇 。。。。、。。鍔 窪}
Nyrop∫,E.,吸 着 と觸 蝶(G43') ..

Penrc巳J.N.聴HansonA.C..活 性 獣 炭1;依 る或 種

の ケ ト ン 及 エ ス テ ル 蒸 氣 の 吸 著(679).

.ll
umerellV・R&CadleR,,沸 石 の 妻 面 性 質(693)。

Longc.C.,GヒfmanF6E.E.&BlaiゴJ.M,間 歇

照 射 効 果 と.H…chel効 果(721)・

golloid-Baih.,41(1935)

Luttc・m。 ・c・A・ ・1・c量omen・J・1酸 化 ア.ル ミ 昌 ウ ム 水

加 物 に 對 す る カ タ.ラ ー ゼ の 吸 着(239).

Jand。rG..匸LJahrK.1ゐ.無 機 鹽 額 の 加 本 分 解 に

對 す る 新 見 解 と 高 級 分 予 加1フh分 解 生 成 物(iso一,及

滞 轗愚 羆羅}
5〈hultzcK・,鹽 顕 の 器璧 登攀(wandem)に 對 す る蒸 氣

.の影響(365) ・

PnuliW.u.PSI61W.,蛋 自質 の 膠 質 的變 化 と.組成

.的變 化
.との 閾 係〔11〕ア ル プ 盞ンの 等電 範 鬩 を越 え

て の熱 變 性(417).

%alloid-Beih.,42(1935>

Eh了enbrgW.u.¥VulffP.,Naヤ,A酢 及C藍一 をalP

ゼ ラチ.シ溶 液 中 に於 け.る電 解 質 の 電 導 度 と化 學 甼

轡(1)・

1'iuliw・ .u.linfinannL・,.蛋 白質 の膠 質 的 竝 に組 成

的變 化 〔1II〕 カ ゼ イン及 び エ デ スチ ンに對 す る研

究(39)・.
.

Rungeu6erg直e∫ong,1・ 【.G.巳1..S【00PR・,親 媒修 読)

研 究 〔SalV〕 陰 荷 親 媒 勝 質..(アラ ビヤ ゴ ム ゾル 十

1属生鹽:十 ア ル コ ホル)の.Aut6kompiexH㏄k嘛gに

對 す る陽 イ オ ン の待 殊 影 響(96),

%olloid-Z.;71Us3s).
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PhitiPPbffW・ ・構 造粘 性 の理 惣 〔1〕(1)・

UngnrG・ ・高 度稠 密 物 質 のP匚gs匡OTheter的 研ft(IV〕

粘 土 凝 乳 のScher曲 線 の測}ヒ と評 慣(16).

XN'ola「owitschM・P・ ・分 敵系 の粘 性 と柔 粘性 〔Il1〕

硬 質石 鹸 の 柔 帖性(22).

Schu]tzeK・ ・尿 の表 面 弧 力測 滝(ee).
リ リ リ

VerisekJ.u,VasieekA..電 彖 的 測 定 に俵 る隴 器 製

.隔壁 の構 造研 究(舗).

SalaN.1水 鍛 分 散 系 の 機 械 的 合減 に 對 す る氣 掏の

意 義(振 邊 合 成 と超 音波 合成)(9$).

KrauseA.u.Kapitanczyk.K.,膠 駿 に分 散 され た氣

盤 〔田 〕氣 泡 の 直經 が 夫hbep及3PFな る鰍 空

氣 及 廖 証是酸 素(55).

1・edererE.1輔 乳 濁 液 のEnImi5驫u㎎(Lternut.

gicnm9)度(61)・

Wi騾gelE.u.SiChulle【11.,種 々の 水 棄 イ才 ン湟 度 に

於.け6生 の 馬鈴 薯濃 紛 の 沈 降蓮 度 と沈瀕 龍 債(65).

Peskofi耳u・zantpaN・,藏.々 の 型 の ゼ.ラチ ソの 存

在 す る:こと〔73).

PL:lilowa.LN..親 楳 膠 質 〔V〕 ゼ ラ チ γ の 濟 解 と其

ゾル の 安 定 度(80)・ ,

Liepntoff:..SiM.u.Pdtil(,waLN吋.親 楳 膠 質 亡VI〕 ゼ

ラチ ンの 分 別 と種 々の ゼ ラチ ン分 別 物 の 物 理 化 攣

的 性 質(B3),

Ratl;ncrsont、 ・u・SchtttnannG・,V205ゾ ルの 構 造

生 成 の粘 性 的 研 究 〔II〕加 熱 の 彰響(S7).

9.akLLtadaL巳 龜.1.cc5.、 三 酷 化 織 維 素 の.ク ロ ロホ ル

ム及 ク ロ ロホ ル ム ー ペ ンゾ ー ルへ の 溶解p膨 化 竝

に テ イキ ソ トロ ピ ィに就 で の透 電 的 研 究(94).

HnghLniE.B,,り 一 ゼ ガ ン グ癈 の理 筥(100).

LykowA,W・,乾 壕 邁 程の 速 度 一 及 温 度 曲纏(IO:S).

Rgmyll・v,BehrcC・ ・狡 糞墅硫 酸 力・ら發 生 され た霧.

の 吸 收(129)・

Fuchs,N.,霧 の 生 成(145)・

TamnmuschiB・,二 吹元 的 壓 力 と滄 度 との 間 の外 拓

方 穏 式 の意 義 〔躡0)・

XVelarf)"'itschlL・ 分 散 系 の 粘 性 と柔 帖 性 〔IV〕・熔 漁

せ る鑛 滓 及 岩 石 の 柔 粘 粘 調 的 性 賞(159).「(165).、

膿}賜 輪 齷鶏 誘謝
「Catsu「aiTり 二 三 の 無機 膠 質 に及 ぼ す 温 度一 特 に

100。C以 上 の 」 彰響(169}・

U5」e『F:L・ ・親 蝶 的 毎 動 と紋 子 の 大 い さ(177).

Schncllet}L,AgBr・ 及A即 ゾ ル の 系 貌 的 凝 結 測 定

(tao).

BungenhergdeJongI1.G..Ve.be+gL.u.¥Pestcr-

P"mpR.F.,市 販 燐 脂 質 艇 劑 よ り透 明 燐 脂 質 ゾ ル

の 製 逡(184)。.

1;angenLergdotongli,G.,VerbcrgG,n.R'ealer-

IMPR・F.,ア ル コ ホ ル に 不 溶 性 の 植 物 燐 厨 質

(i`門anlicin汕 欠 除1,).の ゾ ル に 就 て の 一 つ の 方 向.

。:欝鞭 嬲識 。灘 。譲;黝
P叩1⑩vS・ ・x;機 渡 體 の 表 面 張 力 と 溶 解 活 性(204).

SladoiknRC.,Ssy.+koBK.u.UsthakuwaA.,Humin-

snare(206)・ の

""/
,iegelmnyenW.,血 液 の ペ クチ ン 現 粂 と 其 化 學 物 理

的 基 礎 〔214).

¥Volkowm7_¥V.,Serb4erbina¥.N.u.tippovoshez

A・W・ ・ 浮 澁 撰 鑛 の 機 構 ・ 滑 石 の 水 中 懸 濁 粒 干 へ

の 吸 管 と其 浮 游 槻 壇(230).

Sc6matrzD.,砂 塘 と脂 肪 酸 どの 化 合 體 椿 に ス テ ア

リ シ 酸.ゲ ル ユ コ 乙一コぐ(239).

bloaatah.●Chem・,66(1935)曾

M田1邸".∫.U.1lBringU.,不 動 現 象 の 理 論 〔7s¥Vll〕

9N・ 硫 酸 中 め 滑 か な るrcの 陽 極 分 極 の 時 筒 的 現

象(35)・

N島 七ureI35〔1935)・

SmitltcllaC.J.&Ransle)'C.E..A1を 通 し て のlf.

の 擴 散(G98)・

Phil.Meg.,19(1933).

Gie(urdC.L.S.、 水511{こ 於 け る 徽 粒 子 の 電 氣 泳 動

に 影 響 す る 因 子(857)r

Physik.Z,9ae(1835)・

く}hrislJ・,肉 眼 に 俵 る プ ラ ウ ソ分 子 邂 動 の 觀 察 に 就

て(34R).

・StrnnskiI
.N.【1.Kai盛he兪R.,結 品 の 生 長 と.紹 贔 核

の 生 成(393).

Proc●Roy。Soc.【A】,147く1935)・

PaLnerW・G.&C且arklく,E・D,,玻 璃 石 英 の 測 定 表

面 へ の 吸 着(36(り ・

Proe,Roy,Soc,

itaswortltlLC.L.,〔 儒 謡 瓢 。懿}

F川 堪eτ 人.G.,珪 酸 ゲ ル にUCる プ 卩 ピ ル 及 プ チtiア

ル コ 水 ル の 取 着(77)6c

} nmiWellsc・J.達It:m31eyC.E.,金 固 を 逋 し τ の

_:3〔 鳩_

..,._■圏血 ■■■
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氣 體 め 擴 散(172)・

Lennad・Jone5二 耳・蕊ti[rachanC..固 醴 表.面 と原

于友 分 子 との 櫨互 作 用 〔1〕吸 特原 子 を よh高 き振

動 歌 動 へ の 活性 化(載2)・

Slmch窃nC・ ・同 上 〔II〕吸 著原 子 の蒸 螢(456).

Reo.tray.,54(1935).

Bu㎎e島bergdelay;11陰G・&"fcuniascnP.H.,親 永

膠 質系 の電 氣 泳動 速 度 の顧 纖 的測 定 と荷 電 漣 度

の 測 定(aso).

Bnrn.i..S.u,'Pendeloc1.LJ,C,粘 聞 謬 質 の 交 換

容 量 の變 化 〔ll1(566).

HecrtjesP・M・ ・G【an5〔}・&W蜘 胆anII.t..比 重

の測定 〔III〕醋醇繊維 の比重 と吸着能に封する

紡継 勸 彰響(570)・

謡 蝦 髏 蓋。、麿。對。、讖}
'Lrane

,Farad,Soc.,31(1935)

niry.T・&Clark△ ・h・ ・Sn上1こ 於 け るHgの 礦 散

の 性 質(648).・

Mo「020vK・M・ ・.Feに 依 るIi.吸 著 の 動 力.學(859).

BramlcyA.,H踵y曽oodF.、 、ア・.(油}peごA`T二 .&R'alts.

!

J・π㌔,鐵 及 鋼 緯 に 野 す る非金 邸元 素 の 据 散(707)・.

菁F【eundlicLI.L&:JuliロsburgerF・ ・恒 溢 ゾ ルゲ ノレ變

・H黛ミ溜 灘點 鞭 灘'17黜
Preston,:.擁 性 物質 の不 動 氣 盗 流 へ の檳 散 蹴

て の一 層 の浬 意(rc)、

L'undyC・&tiOllnerK・,超 音波 に 俵 る.乳濁 化 の機

構(脳)・

ヲ脚ndyC&S61量neeK"超 音波 に 依 り:蛋成 せ られ

た る水 銀 乳 濁 液 に對 す る天 斯 の 彰響(醗3):

IkymannE.,

に 於 け るillefhylcclluloncの 逆 ゾ ル ゲ ル變 化(S10).

Z・Phy8ik,94.(1935)尸

13raodtO・u・Freundrt.・ 音 波 覧二依 る:¥erosnlの 凝

結(398)・

illllllh鱈 ・・.Pdに 於 け る}i2の.擴 歓(招4)・

Suhrm:wR-u.DcmpstecD .,低 温 に 於 け る 復 合 表

面 層 の 光 電 的 性 質(7狙)・

Z,Phy8ik,Chem.[A],173(1935)・

L叩inL.",S【r4ChowaG"炭 に 佐 る 電 解 賈 の 吸 管

の 温 度 影 響(ユ29}.

、、、rLW・ ・ 浮 溝 換 櫨 理 讀 〔265),

化 擧 動 力 擧

Her.Dtech.chew,Ges.,68(1935)r凾

1{audヒchO・ ・酸 化概 構 の 磁 氣 的 研究(769).

1'alumaanr.]i,a.TukLim3kiK.R.,エ ー テル樣 化

合 物 の 研究 〔¥VI〕 エ ス テ ル化 及鹸 化 に於 け る原.F

結鍍 巾 の酸 素 の影 響(887).

P・mthkeW・ ・純 水 に於 け る エ ステ ル加 水分 解(1031).

SdunidlO・ ・接 觸 的 加 水 分 解 の機 欝(109B)・

K3ganM,」 門SolwleaI.、V.u,Lub町skアG.D.,不

均 一 系 接胸 反 慮 に 於 け る蓮 績 反 懸.〔Ill〕 ア セ トア

Nデ ヒ ドと水 よhア セ トンの生 成 す る機 構(u;u).

'fiodct .u.KnoblancbI1.・G.,活 性 禦 素 の反 磨(Il9

〔1〕墅 化 物Ga窒 化 物 の 生成,ア マ ルガ 亠 との

反 感)(ila9)

C。mpt.即d・,.200(1935)・

Pmtte【.r.,遮 頷 機 構 に 屬 す る均 一系 反 慮 に於 け る

蓋 面のfpm(1381).

i.iecin`、CIHe叩 鋤 」.、ドe,114n(1`」 水 酸 化 物 のr1

騰 貸二(14了{)・

・… 蜘 諭 、研究 〔・〕紳 ト1・illazdA.,・.・ ・ラ・・の水鰰 ・・就・(19UG),

Z.anoag..Che血.,222(1935).

TammannG・u13ucLncvA・ ・水 の 遏 冷 度 及 水 溶 液 に

於 け る 氷 の 直 纏 的 縞 晶 速 度 ～37亅).

Z6anor.
.gChem.・ ・223(1935)・

Sch匸eedCA.,Kichlcr、r.u.Schmidtw・,觸 喋 と し

て のZロ0(49)・

AultascLef!r.V・,u・S貸n【al`レwI孔A州 金 圃 膜6二 就

て(177).

J.ム 皿 。Chem.Soc..,57(1935)。

Sri山eiyW『 」・&Wnm酊 」・C・ ・ ベ ン ゼ ン核 に 於 け

る 置 換 に@k'r電 氣 能 李 の 直 接 影 響(li詬)・

TaylurH・ti.&]unAenJ・ 〔;・・ 觸 渫 的 鐵 表 面 上 に 於

け る ア ム モ 昌 ア 及 重 水 素 閭 の 置 換(660)・

Kn5開LL.5.&S[mchII.H;,酸 素.と 水 素 及 重 フK

との 反 慮 の 化 學 動 力 學(6了a)・

jungersJ.C.&Taylorl.,..S.。W線 上 に 於 け る

Deulcra・ammoniaの 分 解(679)・

T轟m匸nann(乳n,FahcnhecApd・9易 熔性 僉 屬 に よ るlSto罵1111・H・gCHaO.低 壓 耀 發限 界 の 反 應容 器 壁

難 盤 飆 の醐d92).1勲 の 性 質 に對 す 嫻 係(GSu).
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¥CaJingGm.`.;,&T`,1m且i1尽 。..C.,N〔 〕Clの 熱 分 解

(ti3A).

SinC.W.&1.oLsel「6,酸 化 ウ ヲ ル フ ラ ム ー 炭 素

一 璽 素 間 の 反 懸(794)・

き重i且r6fド,:・ ㌧&(㎏Lo..1?ihplC:vLnnate及

YntyisimnliiFylCidwnaleの ア ル カ リ加 水 分 解

の 勁 力 學(810)・

tiicLolxml.).G.&ILeedyJ・,,.13iとIICI{}、 匹.との

爆 發 反 鯲(8且7)・

1)ix。nJ.k.畿Van己e∫.1こ ・,Pt上i;於 け るNgoと

Ii,と の 反 懸(Sli).

ki照C・V・ ・fM-i液 界 面 に 於 け る 反 應 遉 度(63i).

1:.issclL.S.,メ タ ンの 分 解i二 於 け る メ チ ル 及 メチ

レ ン 基 の 役 割(83:i).

Smithli.:1.1:isti:Lk【nasl:y.G.13門 光f七 學 的 水 素 一

酸 素 反 應(816),

:lmdur.1・ ・ 水 素 源 子 の 結 合 こII〕H及Dの 帽 對 的.

.結 合

鑑 混壁(&i8),

Iieisig〔 廴1..&A'ilsonJ・L.,Ratadiencに 封 す る

P,rの 作 用(859)・ ・

J.Chem.Phys.,3(ra55).

曇Oldenberg`諏 邂 離QH .の季 均 生 命(auc)・l

SteacieF.W.1:..Hat<Ucr¥¥'.FL:¥'1[orwmulJ.

F..,五 斯 朕 ゲ リ オ キ ザ ル の 分 郷 の 動 力 學(og】)・

.S恤rteranリ
.M.9二 分 子 イ 才 ン 反 懸 に 於 け るorien-

t註tion醗 こ竃5(2,5)r

JnngenJ・C・ 龍1」 呂ylorH・s・ ・ ア セ チ レ ン及 ア セ チ

レ ンーd,の 水 銀 曾 感 光 化 學 的 重 合(338,・

ti!eucie..w.R.&tihax・q・.ｰr・,1斯 状 亞 硝 酸 ア ル ギ

ル め 均 一 系 一 分 子 分 霹 〔111〕亞 硝 酸n・Pmpy1の 分

。黜 旭 。水。。。蜘 。。よ砦辮
Fri&eU.趣HareE.J"水 溶 液 のX綴 照 射 に よ る

亞 銷酸 イオ ンの硝 酸 イ オ シへ の 酸 化(365)・ ・

J..Chem.S。o.,(1935),

TppleyB.愚SmithL。Vii.・ 鹽 の 水 加 物 の 解 離 の動

力 學 言MnC皀0{・siI20⇒1ロC.{)at211yc}(S?1)・

AyruleyE.E.趣RoLimnnP.L.,水 薫 と硫 黄 との

反 感 の動 力 學 〔II〕(1)砧 「F表面上 の 硫 化 水 素 の 旨

一 分 子 緯 の 生 成 及 其 の 特 徴(2)酸 素,漁 蝋 及 二 酸

,化 硫 黄 の 存 在 が 反 懸 に 無開 係 な る事(351)・

Ma蕊 に匸L..,...B,&MoonC.H..,接 觸 反 慮 の ニ ネ ル ギ

隔.観 〔1.V〕 熱 露理 に依.る.不活性 化 の 活性 化 エ ネ ル

ギ ーの 伍 に對 す る影 響(393)・

Sa恥n備bO・D.&;rrishR.G・W.,一 次 光 化學

反 慮 〔Vi〕 環 ケ ト ンの光 分解(455}・

BakeF∫ ・W・ 昆NathanW.S・,芳 香族 側 鎮 反 應 の 機

構,争}に 置換 盟 の 極 性 の 彰響 につ い て 〔m〕.種k

の 溶 媒 中 に於 け るペ ンヂ ル プ ・マ イ ドと ピ.リヂ¥

及 偶・ピ コ リン との 反 懸 に 於 て 双趣 的 攪 換盤 の 臨.界.

ヱ ネ ル ギ ー及碗 黍 要 素 に對 す.る影響(519)`
.
+IIInshel{vooclC ・N・&LegardA・R・ ・ 液 柵 系 屎 懸

速 度 決 定 の 因 干=カ ル ξキ シル酸 の ニ ス.テル化 反

麒 の 分 于統 計 學(587),

1覗etc』erCJ・M,&1.lin5hdwl》1}【lC.N・,Piphenyし

i〔xlonimnJl"1ideの 分解 の動 力學(596)・
　

]linshelw{mdC・N・ ・ 臻 酸 と メチ ル ア ル コ ー ル との

反 慮(bgP)・,

」・oh血.phヲs.,52.(jg55)・

Jeunehummcw・,ベ ン ゼ ソ の 電 氣 化 學 的 盥 素 化 の 動

螺螺謙繍蠡翳}
」.Phy5◎Chem.,39(置ga5)・

1SuusJ・ ・ ニ プw亠 マ ロ.ン 酸 か ら の く:(.):放 出(343)l

RieschL,C.&KilPfLしrlckIL,ニ エ チ;レ ア セ チ ル の

加 水 分 解 遑 慶 に 及 ぼ す 電 解 質 の 影 響(b61)・

Nadkarni1).R.,MchtaS.}t.&Wh㏄leτT.S.,ベ

ン ゾ イ ン反 感 の 研 究 口 〕・ 純 ペ ン ズ ア ル ヂ ヒ ド と

純KCKと の 反 懸(72了)・

Monat8h.Chem.,65(1955)・

Skmb"1A.反 應 循 曝(275)・

Abe1E,,RorltiehO,u;StricksW.。D:り2の 」一イ ナ

ン に よ る接 属 作 用(380)・

MODat8h,Chem.,66(1935)・

AbelE.,P",islJ.,SchahenlkJ.ロ.SmrlR・ ・錢 窒 反.

懸 の 機 構 に つ い τ の 研 究.〔[)・ 稀 薄 な る 系 に 於 け
.る硫 酸 と錆 酸 と の 反 應(6)

.

Naturell55(1955)・

;rraversM
.Wリ ア セ ト ア ル ヂ ヒ ドの 熱 分 解(511)・

TetelninAり 多 原 子 分 子 の 光 分 解 巾 に 於 け る 内 部 再

緒 合 〔543)・

.CarrllthersJ.N賢orrishR・G・w・ 闘 フ オ ル ム ア ル デ

讃 ρ飜 瓢 。,燃 。。纖 農幕}
Belimannll・&AivazovB・ ・ 炭 化 水 素 の 酸 化 あ 臨 界
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隈 象 とf.li三燧 嶢(fio5)6

Aatnrwiae.,23(IS35).

F「anckJ・ 塾 炭 酸 同化 の 問題 に對 す る寄 興(226),

FfanckJ・G・1,eviI.L・ 螢 光 色 素 に よ る鮭 棗 渕 生化

の機 構 に就 て('2?9).

1'a[aい.臥u.Sachs.cl【 ・・アiト ア ル デ ヒ ド とプ ロ ピ

オ ン.アル デ ヒ ドの熱 分解(2i7).

;膿甑19蹴 。。よる諞:馨跳}
Phyeik...2・36 ..て1935)・

]icidingerW・,寫 眞現 豫 過 程 の 研 究(312;)・

PrOO.Boy..90e.[A].,148(Ifl35).

管16vrcrR .M.&RidealE.K.g水 棄 と徹 鞘 晶 炭 紫.

との 相互 作 刑 〔1〕(231)・

管1論rr。rR ・¥f.・ 同上 〔1り 炭 素.に對 す る水 嚢 及 び メ

タ ンの 活 性 化 取 蓍(`153)・

WinklerC・A・ 泣..Hi側 亀ol胆odGN.,アtト ン蒸

mの 熟 分 解(340)・

W恥kler.C.A.&1μ 魁1竃體lw蝋爿1.C.N。,ア セ トア ル

デ.ヒ ドの 熱 分 解(3δ5)・.

1;aLyls.C.・C・ ・光 合成 の動 力 學(抄 鰰(SgG)・

Proo・..ROy.SOO,[A】 ・..150ぐ1955)・
.N
ortixh.G.W.㍉ 炭 化 水 楽 の燃 燒 理 論(36).

Schumnchc・.H・ 」リ オ ゾ.ンの熱 分解 言同 問砥 に就 て

のM・Ritchieの 論 交 に封 す る二 三 の 注 意 ⊂220)・

Gi1遇o冨1R・qレF鳥w㏄ 賦E.W.&P師 岫LW・ 溶

液 反 感 に對 す る 壓 力 の.影 響..U.i〕Sul川`g/Cln迄 に

遜 る.ピ リヂ.ン..と沃 化s9・ ル(理3).

聖墨:蠡孅 擾鵬 講1}
Vel㎞d蛤.P.E一 ・doWilli6ren.A.H...a.或 種 の 簡 単

な る ト ワ グ リ.セ リ.ド の ア セ チ ー ル ア ル コ ホ ル 性 加

黒 溶 液1二 よ る.鹸 引ヒ逑 度 」こ就.亡(353>

Cuhenr.】 【.ロ.WibautJ,P..ベ ン ゼ ン の 萌 化 機 構

驪罵翻 齬轟蠶钁発}
SOw。Phy8.,6(1934)・

MalinowskiA.E..¥augolinikowB.1,u.Trnlschrnko

F:T.,鋸 套 の 波 に 對 す る 衝 撃 の 影 響 φ 研 究(549).

SOW.Plly8.,7(1935).

Ll"且ir10WskiA,E.u●SkTlnnikowK.A.,大 な る 迚 慶

を宥 す る電 干 に よ る.蝦嚇 筑 斯熔 焼 の可 能 性 に就 い

τ(4=:)・

TrartS.Farad・Soeの,Sl(Iss5)・

鷙 、};、灘 謝 嬲 糶。。嵩 茎}
RabimwhchE・&LchlnannlLI州Br原 子 の 移 結 合

の 動 力 學(689)..

WinMcτC・A.・ ア セ ト ン の 光 化 學 的 分 解 に 對 す る

漂 度 の 彰 響(761)・

r!iidret"'K・K・&.Clt4Tit・}nJ・B・ ・ 白 己 傳 櫃 遮 蹟 反

感 の 機 構(797)・

GaロnerW・ 域 趣WiiltvoysILJ・,水 素 一 酸 素 混 倉

絢 燃 嶢 の 鍍 限 界 竪(806).
'F
a「kasA・ ・VF『lkOsI剛 、「ミ本 棄 及 固 藍 に 吸 着 さ れ

た る 水 業 間 の 置 換 反 應(821)..

Gri∬ii巳hR.0.&Mcl〈euwnA.、7k溶 液1二 於 セノ
.る

歐獵1よ驟惣嬲 讖 膿 羞}
速 度 の 計銘 に厨 す る磚 移 駿 態 法 の 二三 の 鰾 用

Z昌anorg.Chem.,222(19S5)・

きπoye「亅E,2チ 才 ソ酸 の 加 永分 解 速 度(:i37).

Z.anerg..Chem., .螂(le55)・.

KissA,v.u.KロLkalR,,イ オ ン反 艇藍速 度 に對 す る

温 度 の 影響 〔H〕(i49);

多、畿1鼎 轟1課1。 、。誌 繋}

賦活されたる及び.さ.れざる竃化鐵の熱分解の機構　 ロ
IZ・phy・ik・Ch・m・[A】1175(且91i5)・
CohenE.,〔 沁hen4eMees・erW.A.Trlロ.vnnLf6.

sht,utA・K・WgA・ ・ 多 形 變 化 の 煙 度 〔III〕 物 理 的

盃 形 の 轉 位 迚 度 に 對 す る 影 響(169冫.

Z.physik.Chem.【B】,28(1955)・.

蓍RothE .ti.SchnyG。.カ リ ウ ム 及 沃 度 の 藤 氣 の

・HochverdUnnteF量amlncn(:123) .

Berger1,u.LgchayG.,カ リ ウ ム 及 昇 汞 の 叢 氣 の

H{shverdilnロteFlaTnmcn(}}32),

Cremcr1・ 、、 固 懇 醵 聿 に俵 弔 丞素 の不 均 一 系 オ ル ト

ー パ ラ樽 移 の 動 力 學(383) . .

Her囘E・u・vonHbltH・ ・徹 細 結 贔 組 と氣 帽 との 交 ・

換 反 曝(393).

實驗方法,装 置,無 機化
醪,金 相學,分 析化學等
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Ann・Phy日ik,22(1935)・

PlesseIL・ 電 氣 孤 光 の 研 究(473)・

Rinw.senR.r:H.,RadirnneierlraOとAP【q(14

dimensioncn(6A3).

Ann.Physik,23(is35).

R`,ye「L・ ・1'「・i.ssseo及 び レ13nlckの 蹟 丈L銀 の 瀞

き 單 錆 晶 の 製 造 と そ の 電 予 縹 的 研 究 「 に 對 す る 二

三 の 注 意(to)・

lrisen1.Lu,1:riitki.、"我 々 の 譲 丈 」銀 の 薄 き單 結

勗 の 製 造 と そ の 電 于 線 的 研 究 ■に 對 す るT..Pnyer

氏 の 前 記 注 意 に 對 す る 答(1S)・

Ber.Dtsch.chem.Des.,98(1935).

rya叩Ar,.11.,Salmi .;,..」.u.NallinL・,エ ー.テ

ル 樣 化 合 物 の 研 究 〔XV〕4個 の 環 を有 す る エrテ

・ ル ー ラ ク ト ン(609),

Pttrenko・kiilxhenknr・."所 第'7邁 期 律 及 共 極 系 に

轢 蠶 。泌畿1盤}
TtiiclA・ ・比 色法 及 同種 測k法 の 遑歩(1015)・

StaudingerII.u.Fitzen且hnler73.,高 重 舎 化 合物

〔1.1J〕.Sclorcizer試 艇1二於 け る繊 維 素(izzs)・

CO皿pt・.rend6,200(且955)・

Jl,ll㎞isP.,損 散 ボ ンプ の新 装 置(1020).

TriliatT.・J・elPaic¥1・ ・縡 粹 な るA1の 燒 入 れ(1037>

Bossuetr..,ア ル カ リ金 屬 の分 光 學 的 定 鼓 分 析,.鑛

フh中 のCa定 量:に對 す る應 用(1094).

Put6er..PdCl2及K,YdClsの 熱 分 解(1208)・

¥liche]A.CIlftnardJ.,鐡 磁 性Cr酸 化 物 の 式 に つ

きて(]sic)・

IaeioN・,焼 入 に伴 ふ硝 子 の膨 脹 係 敢 の 變 化(1320)・

ChaudronG.elnaudr倒H.固 溶慧A1・M匠.に よ5

生成 せ る合金 の研 究(isza),

SYe. .P.,N"・niobaに 水 溶 液 の 巾和 に 闘 す る物 理 化學.

白り研 究(1326》 ・

Fourniur1.L,AレM鍔 飴 に飢 き観 測 さ る Σ機 械 的性

質 の精 製 の 函 鼓 と しτ の讐 化(1398).

麟oderO,c【SpacuP.・Pvridinと 鐵 めSCN醗 鹽 の

研 究(140u)..

)[oureuH.etKocgne[1'.,Ftilsに 對 す る液 軆 ア ム

モ 轟 ア の 反感 磯 構(1407)・

FrerejacqueM.,マ ン昌1・ル の 偏 光 計的 定 最(1410)・

Guilletホ η 流 忸 の 内部 で廻 榑 す る球 よ り成 る粘 度.

計(lb29)。

liunchctL・p他 穫 の%nに 比 し特 別1二純 度 大 な る"Ln

の性 質(is3s)。

'P
riclteH.,定 量 分 光 分析 の 装 置(153s)・

Alai6insE.,密 度lill線の 直徑(its)・

'f
richCu,,糎 合 金 及 溶液 に於 げ る 繍 及Baの 定 倣

分 光分 析 及 發光 に對 す る種 々の 影 響(isss)・

BernardF.,爆 殘 物 質 に よ む生 じた る壓 力 の測 定

(7728)・

Mach6:,.,オ ゾ ンの 定 量 の 研 究 に 就 て(ipso).

Helv.,18(1935)・

Br…ncrF..,Su5累13.ctRacargerP.・ 硝 酸 と磧酸 の反

・懸 性[lll〕 誚 酸 と酪 酸 の 混 倉 物 の ラマ ン ・スベ

・畿1纖羈動蠍
F.demneycr2i.u.'Gユ 广星r町H,,水 業 同位 元 素 の 竃 解

分 離 法 の 宣驗 室 的 屶 法 〔m〕.(4田)・

論c黙 野あ譲認 。面 巽謙
ParkFG。S.,¥¥'ar[CnG.L.趣(ireeneE.S.;氷 點 分

予 撒 定 法 に 於 鵬 黼 と し て の ヒ・ISnlylAI・nhul

(ups)・

Thor田onW..,.&R幡ema皿R,.Tiの 存 姦 に 於H

る戡 の 定 鼠;AemliunPrｫess.(61g).

SchlaingexH」.愚tValkerA.`,.、1`の 永 素 化 物

〔【V〕Bg瑞 の メ チ ル 誘 導 盤 〔fit]冫・

Selw匸 短翼】P.W,,T"y且orH.S,.Hipp1oJ._,.達B且eak・

neyW・ ・ 酸 稟 同 位 元 素 の 畫 解 瀘 縮(64?).

UnyWm・D・ ・稀 イ「lt斯 の 其 後 の 碗 究 〔III〕大 洋 水

の1・12・¥e含 有 最(fu7)・

Slcwart(,.玉&Youngu.W.,熔 融Li鹽 甑 の 硝

于 に對 す る 作 用(695》 ・

'fwniakO
.趣F爬ibe唱erF.,張 ア ル カ リ.溶液 の 容

量 分 析 〔1〕7エ リ シ ア ン 化 物 に よ るCoの 滴

定(SOI)・

SlrengcrV.ti&KolLUoHI・nt_徴 量 臭 化 物 のxa

出 並 に 比 色 詩 的 寔 猷(831冫

SmithD..,,呂 【BrynntW..,n..AcetylChloriJc

及Pyridimを 使 用 し 有 機 液 體 に 於Nる 水 の 滴 定

定 斌(84])・

Faoteli.w.&VanceJ.K,.銅 定 量 の 改Rさ れ.た

る.沃 素 滴 定 法(846)・

一XO7・ ・一

一凵■一.一



物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)

92
●

丈 献 集
.

J.Chem.Phys.,3(1935)

}匸ylleransE.'L..Iiailli¥*ihen氏 論.三虻L遊 離 基.と;有 機

ア.ル ヵ り化 合 物 の 理 論 に 就 て 「の 批 評(..".13)`

.MaulingI・ ・&¥¥1he【a取dq.・W・ ・ 芳 香 族 遊 離 基 の 理

論 に 對 す る 呪 三.の 注 意(313}.

FiIipp帥gv;5.,石 汕 中 の 同 位 元 素 の 比(3.16).

SchulizeF,R・ 、 活 性 水 素(317).

BarヒhTlF.W.,ク リ ス トバ ル.石 様 構 造 を 拮 τ る

・ 非 珪 酸 鹽 類 〔383)・

7.Chem.SOC.,(1935

Rowellll.¥t.&R'ells):L隅 。 冗1環 鋤

1忍w50r」Ar.&1弛 阯50》駄E塾 、、「凶 過 酸{ヒ永 素.と水 酸 千ヒ

第 二x.リ ウム と.の反 應(sss)・

1fanmiicl:.D.L,&Sissmilhc.}リ ニ ト卩化 合 物

と.芳香族 炭 化 水素 との間 のbの 生.成(58の 「

」.二Phys.C】 〕em。,39(1935.)・

Go祀V.,.熱 帶 太 陽 光 穣 に俵 る フXJetア ル ヂ ヒ ド

の光 令 成(399).

Thompson鉾H・E・b ..YF水 銀 へ の溶 解 度(655)・

Byle「.W・H.s. .瞠 岬ge「A・Cり 燐 光 の 研 究へ の光

電池 の 使 朋(695).

.Monatsh..嫐e皿,,65(1935)・

Raroni.E・u・FinkA・ ・.自然 の氷 中 に於 け るn.oの

導 度 の 研 究(38h)・

離 、1灘1翫 。。。。纛 讐蔓}

黙 肱 繍 蓋義鮒 噸1謹}
Travers.T1.W.iラ ム ゼ ー

.t.ヘ リ ウ ム(619)・

・Natnrwiss
.,23(1935)・

'Fuch
s「.13.u・K叩fennarnII・ ・.白.金 ゆ 同 位 乖 素(372)・

PhvB:Rev.,47(1635).

」φP凶e巨M・ 乱&Rellr..ar:..A・CI500磁 氣 光 學 的

分 析 法 の 客 觀 的.研 究(54ti),

.1x61T.1㍉ λrriδ叩 磁 氣 光 學 装 置 に よ る槻 察(δ4S)・

TxvlorD・D.,變 形 ア ス ト ン型 質 量 ス ペ ク ト ル 計 及

二 三 の 豫 備 實 驗 結 果(ass)・

Phys【.Z.,36.(且955)
.・

StarkJ・,X隷.發 見の 歴史 に就 τ(280).

,.Ei・ ・即E柑 感 驥 して の光 電池(鋤 ・

Reワ ●∫Soi,IIIBtT.,6〔 且935)・

Cundon耳u・,原 子物 理 學 の最 近 の 發 展(89),

.BnempffertW"物 理 學 の逎 俗 書(91).

1二LA・B・,工 業 物 理 學 に就 τ〔iv〕(dal・

Sヒrongt・.表 面 の淨 化(97ン

Bvxnsit・D"固 ・液 ・:氣盤 中の ラヂ ウム,ラ ド ン

及 び トロン の 徹 量 測 定 装 置(99)・..

MmefC・W・ ・直 線 光 電 氣 濃 度 計(IYu)・

縦 凝 編鴬鷺 鰍蕭。継 芸}
llrubakcrW.ni.&lianne・TW.,臼 働 高 壓 霧 函

(143).

LdvardsH.W.,高 速 度 オ イ ル 毎董散 ボ ンプ(145).

VcaglepILL・P三 フn晶 板 超 韵 ヒ較 矧 匡
.Lこ受rii置.

(liE)・

:¥ndreas耳1.川 温 度 の 廣 範 園 に使 用:し 得 る 音 響 干

itiof(167)・

CarceaoLl--uplex陰 極 像 オ ツ レ ロ ゾ ラ フ(iii).

liakecE・B・ 鼻IioltzTL.A・ ・10-6mmよni氣 壓 迄

測 定 可 能 の 絶 對 壓 力 計(173),

6enlen}【.,天 斯X線 用YeedleValve(175)・

SOW賜Phy寧.,7(1956)・

單 結 晶 に.於 け るZ正nkphosph・ 匸 の 淆 失 ・(3邸>

Trans,.Faraa零Soo」,31(1935).

I

IGreeaspaaJ"LiouaS::`LaMerv-K・ ・.沃 化 エ チ

;1謐 黯 欟 阜職 蛋、質繊騾;1}
2,anorg..Chem.,222(1935)・1

1As・aisou(1・ ・ ア ル ミ ン醇 カ ル シ ウ ム の 研 究 〔IV〕 ア

ル ミ ン 酸.カ ル シ ウ ム.溶 液 よb結 晶 せ る 水 酸 化 ア ル

ミニ ニ ウ ÷ の 性 質 く321),

hiausF・u・.Oettne【C・ ・.Perved.,indu㎎ 崩 の 化 學 〔m〕.

1」cnilik旦teに 開 す.る .新 研 究(345)・

¥feyc「ボ∫・u・.Pfaff.ｫ.;熔 融 物 の結 贔 〔H〕(382).

Z.anorg:.Chem.,223(1935)・

Sll漁hc.r.u.HardyV・R・ い 固體 間 の 反鷹 に よ

るM9及 び アル カ:リ 土 類 金 屬 の無 水 邁 驪 素 酸鹽

の 生成 の ・'

Lアrl6nR.1.Cr(III)酸 化物 の ハ ロ ゲ.ン酸 ア ル ヵ ヨ溶

液 に對 す る舉動 〔1〕.Cr(IH)酸 化 物 と臭 素醵 鹽 の

1反 應 系(28).

1:KankoY翻CarIber9}u・¥lantereV・ ・ 空氣 のco.

含 有 量 の 凪 磯 な る測w法(33)6

Re訂F.,Pohls'P.,.OverbeckW℃ シ ア ン 化 水 銀 の

鹽 基 に 對 す 苓理』動(113)・

.Bi{tzW .,R'eibke1':u..Bfay;E.,系 統 的 親 和 力 理 論

_3{レs冒_
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〔64〕白金 と燐 との 親 和性(129)・

Z● 】31ektrocLem●,91(1935)甼
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7.intlE・ 吐薀・Schneidcr・ 、・・Ij・Cd合 金 の 構 造(2sa)・

%intlli,n.恥aロerG.,1..i-Bi合 金 の 構 造(金 屬 及 合

金XlV)(297〕,

EuckenA.u.R-al凧nbupli.,:¥1-Cu合 金 の 分 離 硬

化 に よ る熱 及 電 氣 抵 抗 の 可 變 性 し331)・

PouncsdioklJ・ ・新 ら し き 眞 空 管 電 壓 計(a-tn),

Z・Phy8ik,94(旦9茜5)・

DehlingcrU.・ 金 思 間 化u物 に 對 す る1{nnie-R・ ・山cry

の 法 則 の 解 釋(23】)・

Z.physik.Chem.[A],173(1935>

1:inglwma,第2種 電 解 質 を應 用 せ る沈 濃 の電 位 差

滴 建 法 の理 詮(1D8).

Ei5enlbhrF.期.1lae+、vL、 シスi美コ桂 酸 をこ就rr(249)..

Z.phy呂ik●tコhem.【B〕,29(ig55)・

lu6demmnR.,水 溶 液 に於 け る二 三 の 鹽 及酸 の 屈

折 宿 量 の濃 度 に よ る影 響=屈 折 計 分 析 の 研 究

〔XLH〕(13;り ・

P'ajansK・u.i.uildemannR・,濃 度 大 な る場 合 に於

げ る弧 電 解 質 の屈 折 常量 の 非 加成 性 の 問題 に就

て3屈 折 計 分 析 の 研 究 〔XL田 〕(150).

1
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